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▲豪雨災害による復旧工事を発注しました 

 

総
務
部
関
係 

■
総
務
課 

　
県
か
ら
の
事
務
権
限
移
譲
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
30
事
務
の
受
け
入
れ
に
同
意
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
平
成
20
年
４
月
１
日

に
は
89
の
対
象
事
務
の
う
ち
65
事
務
の
移

譲
数
と
な
り
、
移
譲
率
73
・
08
％
（
19
年

４
月
１
日
現
在
で
39
・
77
％
）
に
達
し
、

移
譲
率
順
位
で
は
県
内
の
市
に
お
い
て
１

位
と
な
り
ま
す
。 

　
平
成
19
年
度
の
職
員
採
用
試
験
は
、
11

月
29
日
に
一
般
職
３
名
、
12
月
６
日
に
消

防
吏
員
５
名
を
第
２
試
験
合
格
者
と
し
て

告
示
し
ま
し
た
。 

■
税
務
課 

　
19
年
度
の
各
税
目
の
当
初
課
税
状
況
は
、

軽
自
動
車
税
課
税
額
が
６
８
７
８
万
９
千

円
、
固
定
資
産
税
は
１
億
５
１
９
７
万
３

百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

企
画
部
関
係 

■
総
合
政
策
課 

　
市
移
動
行
政
懇
話
会
を
、
昨
年
12
月
、

合
川
地
区（
13
日
）、森
吉
地
区（
17
日
）、阿

仁
地
区
（
20
日
）
、
鷹
巣
地
区
（
25
日
）
で
開

催
し
、
約
２
０
０
人
の
市
民
か
ら
貴
重
な

ご
意
見
、
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
機
構
改
革
に
つ
い
て
は
12
月
21
日
、
第

12
回
機
構
改
革
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

大
規
模
な
機
構
改
革
が
１
年
先
延
ば
し
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
４
月
の
機
構
に

つ
い
て
協
議
し
、
喫
緊
の
課
題
に
向
け
、

「
危
機
管
理
対
策
室
」と「
行
財
政
改
革
室
」

の
新
設
を
検
討
し
ま
し
た
。 

　
秋
田
内
陸
線
存
続
を
考
え
る
会
と
北
秋

田
市
長
と
の
意
見
交
換
会
が
、
12
月
13
日
、

阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
存
続
に
向
け
た
乗
車
運
動
の
取
り

組
み
と
し
て
、
阿
仁
地
区
で
は
全
世
帯
が

乗
車
回
数
券
を
購
入
し
目
標
を
上
回
る
３

１
０
０
枚
の
購
入
実
績
が
あ
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
市
民
団
体
主
催
の
「
新
春
秋
田

内
陸
線
談
議
」
が
１
月
26
日
、
２
０
０
人

を
超
え
る
市
民
参
加
の
下
、
阿
仁
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

               

■
財
政
課 

　
平
成
19
年
11
月
19
日
以
降
の
主
な
工
事

等
の
発
注
状
況
（
５
０
０
万
円
以
上
）
は

49
件
、
契
約
額
は
６
億
４
千
５
１
６
７
５

１
６
万
７
千
円
で
し
た
。 

 

市
民
生
活
課
関
係 

■
保
険
課  

　
平
成
18
年
度
に
お
け
る
北
秋
田
市
の
一

人
当
た
り
国
民
健
康
保
険
医
療
費
の
状
況

は
、
一
般
が
25
万
４
５
６
２
円
、
退
職
が

37
万
２
５
６
３
円
、
老
人
が
70
万
５
８
５

１
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

■
医
療
推
進
課  

　
昨
年
12
月
５
日
付
け
で
県
に
提
出
し
て

い
た
市
民
病
院
の
開
設
許
可
申
請
に
対
し
、

１
月
23
日
付
け
で
県
か
ら
許
可
の
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。 

　
１
月
21
日
に
は
市
民
病
院
建
設
の
た
め

の
建
築
、
電
気
、
機
械
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場

事
務
所
が
完
成
し
、
本
体
建
設
工
事
に
着

手
し
ま
し
た
。 

　
指
定
管
理
者
と
し
て
予
定
し
て
い
る
厚

生
連
と
の
条
件
整
備
の
た
め
の
指
定
管
理

者
選
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
第
１
回
目

の
会
議
を
１
月
28
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

■
生
活
環
境
課  

　
廃
棄
物
の
減
量
化
や
再
資
源
化
に
向
け

た
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
を
12
月
21

日
、
開
催
し
、
14
名
に
審
議
員
の
委
嘱
状

を
交
付
後
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

素
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。 

　
「
北
秋
田
市
地
域
防
災
計
画
」
は
、
３

月
中
旬
ま
で
に
策
定
の
予
定
で
県
と
の
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。
策
定
後
に
は
各
部

署
、
関
係
機
関
へ
配
布
し
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
等
の
作
成
を
順
次
行
い
、
防
災
力

の
向
上
に
努
め
ま
す
。 

　
平
成
19
年
に
お
け
る
飲
酒
運
転
追
放
等

競
争
で
当
市
は
全
県
第
５
位
と
な
り
、
２

月
13
日
、
県
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も

関
係
機
関
と
協
力
し
、
交
通
安
全
対
策
に

努
め
ま
す
。 

 

福
祉
事
務
所
関
係 

■
福
祉
課
関
係 

　
２
月
１
日
現
在
の
生
活
保
護
世
帯
数
は
、

３
３
１
世
帯
、
４
４
４
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
平
成
19
年
度
の
家
庭
用
灯
油
の
高
騰
に

伴
い
、
低
所
得
者
世
帯
の
軽
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
20
年
１
月
15
日

か
ら
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
「
北
秋
田
市

灯
油
購
入
費
助
成
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

　
対
象
は
、
現
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税

の
高
齢
者
世
帯
、
障
害
者
世
帯
、
ひ
と
り

親
世
帯
及
び
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
、
助

成
額
は
、
１
世
帯
あ
た
り
５
千
円
、
事
業

費
は
３
５
０
０
世
帯
分
１
７
５
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
昨
年
４
月
に
開
設
し
た
障
害
者
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
「
さ
さ
え
」
の
１
月
末
現
在

の
延
べ
利
用
者
は
、
来
所
２
２
４
２
人
、

訪
問
４
５
８
人
、
電
話
相
談
７
５
４
件
で
、

障
害
者
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て
多
く
の

方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
県
内
初
の
幼
保
連
携
型
施
設
と
し
て
建

設
を
進
め
ら
れ
て
い
た
「
認
定
子
ど
も
園
・

し
ゃ
ろ
ー
む
」
が
、
２
月
21
日
に
県
の
完

成
検
査
後
、
25
日
か
ら
新
園
舎
で
保
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
県
の
「
幼
保
一
体
化
促

進
事
業
」
の
研
究
モ
デ
ル
園
と
し
て
本
年

度
指
定
を
受
け
、
そ
の
実
践
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

■
高
齢
福
祉
課 

 

高
齢
者
福
祉
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る

「
福
祉
の
雪
事
業
」
は
、
登
録
件
数
が
２

月
４
日
現
在
で
１
０
６
２
世
帯
（
一
人
暮

ら
し
世
帯
６
４
４
、
高
齢
者
世
帯
３
７
１
、

そ
の
他
４
７
世
帯
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
介
護
保
険
事
業
は
、
１
月
末
現
在
の
要

介
護
・
要
支
援
認
定
者
数
が
２
６
１
３
人

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
が
２
０
６
８
人
で
、
認
定
者
数
に
対

す
る
受
給
率
は
79
・
14
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
の
同
期
と
比
較
す
る
と
、
認

定
者
数
で
87
人
、
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数
で

１
３
９
人
増
加
、
認
定
者
数
に
対
す
る
受

給
率
も
２
・
77
％
増
加
し
て
い
ま
す
。 

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
関
係 

　
総
合
的
な
相
談
・
支
援
・
権
利
擁
護
等

の
包
括
的
支
援
事
業
は
、
１
月
末
で
電
話
・

来
所
・
訪
問
等
に
よ
る
相
談
件
数
が
、
延

べ
１
６
６
４
件
で
し
た
。
う
ち
虐
待
を
含

む
権
利
擁
護
等
は
、
延
べ
２
６
１
件
含
ま

れ
て
い
ま
す
。 

 

産
業
部
関
係 

■
商
工
観
光
課  

　
11
月
30
日
、
「
北
秋
田
大
野
台
工
業
団

地
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
盤
整
備
」
に
つ
い

て
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
秋
田
支

店
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

　
１
月
24
日
、
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た

「
あ
き
た
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー
」
に
出
席
し
、

北
秋
田
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
参
加
企

業
と
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

　
冬
の
観
光
、
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
あ

る
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
は
、
12
月
の
オ

ー
プ
ン
か
ら
２
月
末
ま
で
の
間
３
万
６
１

３
０
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。 

　
２
月
９
日
・
10
日
の
２
日
間
、
「
道
の

駅
鷹
巣
・
大
太
鼓
の
館
」
に
お
い
て
「
第

14
回
鷹
巣
も
ち
っ
こ
市
」
が
開
催
さ
れ
、

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
観
光
客
で
会

場
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。
　 

          

■
農
林
課 

　
平
成
20
年
産
米
の
需
要
量
が
県
か
ら
通

知
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
の
数
量
は
１
万
９

２
３
２
ｔ
で
、
前
年
と
比
較
し
８
１
３
ｔ

の
減
（
△
４
・
06
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
に
基
づ
き
、
北
秋
田
市
米
政
策
推

進
協
議
会
（
１
月
15
日
開
催
）
の
協
議
を

経
て
、
鷹
巣
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会

（
１
万
４
９
１
ｔ
）、
阿
仁
部
地
域
水
田
農

業
振
興
協
議
会
（
８
千
７
４
１
ｔ
）
に
情

報
提
供
を
し
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
各
協
議
会
が
生
産
調
整
方
針

を
作
成
し
、
農
家
に
生
産
目
標
数
量
を
配

分
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
木
材
公
共
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

年
度
途
中
で
法
律
の
一
部
改
正
で
交
付
決

定
時
期
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
設
計
業

務
委
託
（
地
質
調
査
含
む
）
を
除
き
20
年

度
に
繰
り
越
し
建
築
工
事
を
施
工
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
19

年
９
月
16
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
発
生
し

た
秋
雨
前
線
豪
雨
災
害
に
よ
る
農
業
施
設

災
害
復
旧
工
事
（
補
助
分
）
28
工
区
（
１

５
０
箇
所
）
を
発
注
し
て
お
り
、
残
り
13

工
区
（
28
箇
所
）
は
、
２
月
下
旬
の
発
注

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

         

　
平
成
20
年
３
月
定
例
議
会
は
、
２
月
28
日
に
開
会
し
、
21
日
ま
で
の
会
期
で

開
か
れ
て
い
ま
す
。
議
会
初
日
に
は
、
平
成
20
年
度
の
施
政
方
針
が
示
さ
れ
た

ほ
か
、
行
政
報
告
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案
の
大
綱
質
疑
、
ま
た
11
日
、
12
日
に

は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議

案
を
審
議
し
、
21
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
号
と
次
号
の
２
回

に
わ
た
り
３
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 (1)

▲約２００人が参加した「秋田内陸線談義」 

 

▲大勢の人出でにぎわった「もちっこ市」 
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【
特
別
栄
光
賞
】 

【
栄
光
賞
（
団
体
）
】 

【
栄
光
賞
（
個
人
）
】 

【
奨
励
賞
（
団
体
）
】 

スポーツ賞受賞者 (財)北秋田市体育協会 
功労賞３名　特別栄光賞９名　栄光賞９団体・43個人、奨励賞12団体・36個人 

更
な
る
活
躍
を
期
待 

　
財
団
法
人
北
秋
田
市
体
育
協
会
（
北
林
照
助
会
長
）
が
主
催
の
平
成
19
年
度
同
協
会
ス
ポ
ー

ツ
賞
表
彰
式
が
２
月
23
日
、
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
こ
の
１
年
間
に
ス
ポ
ー
ツ
で
功
績
の

あ
っ
た
21
団
体
91
人
が
功
労
賞
、
栄
光
賞
な
ど
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
記
念
行
事
と
し
て
、
県
立
金
足
農
業
高
校
事
務
長
で
同
高
野
球
部
監
督
の
嶋
崎
久
美

氏
に
よ
る
「
雑
草
軍
団
と
と
も
に
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

【
功
労
賞
】 

【
奨
励
賞
（
個
人
）
】 

優
勝
は
市
民
、関
係
者
の
お
か
げ 

　
受
賞
者
及
び
関
係
者
な
ど
約
３
０
０
人
が

参
加
し
た
式
典
で
は
、
「
若
い
力
」
を
斉
唱

し
た
あ
と
表
彰
に
移
り
、
は
じ
め
に
長
年
に

わ
た
り
各
競
技
の
普
及
・
振
興
、
競
技
団
体

の
運
営
な
ど
で
功
績
の
あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ

る
功
労
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
陸
上
競
技
の

松
橋
祥
介
さ
ん
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
大
川
正

夫
さ
ん
、
會
田
欽
也
さ
ん
の
３
人
が
松
田
光

朗
副
会
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
「
特
別
栄
光
賞
」
、
「
栄
光
賞
」

の
個
人
及
び
団
体
、
「
奨
励
賞
」
の
個
人
及

び
団
体
が
表
彰
を
受
け
、
各
選
手
、
チ
ー
ム

の
代
表
が
順
番
に
ス
テ
ー
ジ
上
に
上
が
り
、

拍
手
と
と
も
に
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

  

　
松
田
副
会
長
は
「
昨
年
は
秋
田
わ
か
杉
国

体
で
本
県
が
男
女
総
合
優
勝
と
い
う
素
晴
ら

し
い
成
績
を
上
げ
た
。
北
秋
田
市
で
も
４
競

技
が
行
わ
れ
た
他
、
山
岳
競
技
や
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
本
市
の
選
手
・
チ
ー
ム
が
活
躍
し
た
。

皆
さ
ん
は
市
民
に
と
っ
て
大
き
な
誇
り
。
市

の
ス
ポ
ー
ツ
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
こ
と

を
願
い
、
今
後
の
活
躍
を
期
待
す
る
」
と
、

激
励
と
期
待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
ま
た
岸
部
市
長
は
「
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
イ
ヤ
ー
で
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
中
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
活
躍

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
た
め
、
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」

と
、
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

  

　
特
別
栄
光
賞
を
受
賞
し
た
吉
田
麻
衣
子
さ

ん
が
受
賞
者
を
代
表
し
「
国
体
に
参
加
、
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
豪
雨
災
害
で

忙
し
い
中
、
準
備
を
進
め
て
く
れ
た
市
民
、

そ
し
て
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
多
く

の
方
に
応
援
し
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。
山
岳
競
技
で
培
つ
こ
と
が

で
き
た
忍
耐
力
、
精
神
力
を
糧
に
、
多
く
の

方
へ
の
感
謝
の
気
持
を
忘
れ
ず
、
ス
ポ
ー
ツ

を
続
け
た
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
、
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

  

　
嶋
崎
氏
は
「
本
日
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
め
で
と
う
。
自
信
を
持
つ
と
と
も

に
、
両
親
に
感
謝
し
て
ほ
し
い
。
病
気
や
色
々

な
事
情
で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
く
て
も
で
き
な

い
人
も
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
ら
れ
た
の

は
、
両
親
や
周
り
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
も

あ
る
。
そ
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
」
と
前
置

き
し
、
講
演
を
始
め
ま
し
た
。  

　
嶋
崎
氏
は
、
昭
和
23
年
五
城
目
町
生
ま
れ
。

39
年
に
金
足
農
業
高
校
に
入
学
後
、
野
球
部

で
捕
手
と
し
て
活
躍
、
42
年
に
は
秋
田
相
互

銀
行
（
現
北
都
銀
行
）
に
入
行
、
銀
行
マ
ン

と
し
て
研
さ
ん
を
積
む
と
と
も
に
社
会
人
野

球
の
選
手
と
し
て
５
年
間
プ
レ
イ
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
47
年
に
は
請
わ
れ
て
同
高
野
球

部
の
監
督
に
就
任
、
昭
和
59
年
の
全
国
高
校

野
球
選
手
権
大
会
で
の
ベ
ス
ト
４
進
出
な
ど

こ
れ
ま
で
春
夏
合
せ
て
７
回
の
甲
子
園
出
場

を
果
た
し
、
名
指
導
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。 

　
講
演
で
は
、
選
手
と
し
て
野
球
に
取
り
組

ん
だ
中
学
、
高
校
時
代
の
思
い
出
、
銀
行
員

と
し
て
研
さ
ん
を
積
ん
だ
社
会
人
時
代
、
そ

し
て
、
金
足
農
業
高
校
野
球
部
監
督
を
努
め

た
39
年
間
を
、
選
手
の
指
導
方
法
を
は
じ
め
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
育
成
に
つ
い
て
の
持
論
、

子
供
の
教
育
論
な
ど
を
含
め
て
熱
く
語
り
、

聴
衆
は
そ
の
説
得
力
の
あ
る
弁
舌
に
引
き
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

   

松
橋
祥
介
（ 

陸
上
競
技
／
・
米
内
沢
） 

　
旧
森
吉
町
陸
上
競
技
協
会
会
長
を
経
て
、

現
在
は
北
秋
田
市
並
び
に
大
館
市
北
秋
田
郡

陸
上
競
技
協
会
副
会
長
と
し
て
組
織
の
運
営

と
選
手
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

大
川
正
夫
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
脇
神
） 

　
旧
鷹
巣
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
発
足
以
来

役
員
を
務
め
、
現
在
は
北
秋
田
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
協
会
会
長
と
し
て
、
大
会
の
運
営
並
び
に

普
及
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

會
田
欽
也
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
伊
勢
町
） 

　
永
年
に
わ
た
り
、
町
や
市
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
の
事
務
局
長
、
副
会
長
、
県
協

会
常
任
理
事
を
務
め
、
大
会
運
営
並
び
に
普

及
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

  

成
田
絢
子
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
日
本
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
協
会
＝
全
日
本
選
手
権
大
会
女
子
フ

ル
ー
レ
・
団
体
優
勝
、
世
界
選
手
権
大
会
女

子
エ
ペ
出
場
、
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会
女
子
エ

ペ
出
場
・
団
体
３
位
）
／
吉
田
清
太
郎
（
レ

ス
リ
ン
グ
・
秋
田
市
役
所
＝
秋
田
わ
か
杉
国

体
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
・
成
年
１
２
０
キ
ロ
級

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
優
勝
）
／
松
橋
美
津
代
（
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
秋
田
銀
行
＝
秋
田
わ
か

杉
国
体
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
・
成
年
女

子
優
勝
）
／
吉
田
麻
衣
子
（
山
岳
・
い
と
く

＝
秋
田
わ
か
杉
国
体
山
岳
競
技
・
成
年
女
子

縦
走
優
勝
）
／
松
岡
慧
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・

合
川
高
校
１
年
＝
秋
田
わ
か
杉
国
体
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
競
技
・
少
年
男
子
フ
ル
ー
レ
優
勝
、

カ
デ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ラ
ン
ス
大
会
日
本

代
表
・
団
体
３
位
）
／
近
藤
大
仁
（
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
・
鷹
巣
農
林
高
校
２
年

＝
全
国
高
校
総
体
男
子
15
キ
ロ
フ
リ
ー
、
10

キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
優
勝
、
同
男
子
リ
レ
ー
優

勝
）
／
長
岐
章
公
（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
・
同
校
３
年
＝
全
国
高
校
総
体
男
子
リ

レ
ー
優
勝
）
／
高
堰
美
里
（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
・
米
内
沢
高
校
１
年
＝
全
国
高

校
総
体
女
子
10
キ
ロ
フ
リ
ー
優
勝
）
／
工
藤

伸
也
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
中
央
大
学
３
年
＝

全
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
男
子
サ
ー

ブ
ル
・
個
人
優
勝
） 

  

鷹
巣
農
林
高
校
弓
道
部
／
鷹
巣
高
校
陸
上
部
・

リ
レ
ー
チ
ー
ム
／
合
川
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
／
同
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
／
前
田
小
学
校

相
撲
部
／
鷹
巣
ク
ラ
ブ(

９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル)

／
七
座
Ａ
チ
ー
ム(

ユ
ニ
カ
ー
ル)

／
鷹

巣
Ｅ
チ
ー
ム(

ユ
ニ
カ
ー
ル)

／
北
秋
田
Ｂ
チ
ー

ム(

ユ
ニ
カ
ー
ル) 

  

高
橋
円
／
津
谷
清
太
／
今
泉
真
人
／
　
橋
春

奈
／
吉
田
里
美
／
畠
山
菜
都
美
／
冨
木
鷹
介

／
伊
藤
悠
児
／
上
田
康
司
／
齋
藤
采
／
福
田

美
香
子
／
清
水
雄
大
／
田
仲
信
雄
／
田
所
拓

也
／
高
堰
樹
里
／
伊
藤
史
織
／
御
処
野
光
沙 

／
村
上
弘
美
／
相
馬
絵
里
子
／
金
谷
友
樹
／

石
山
直
人
／
佐
藤
健
太
／
津
谷
石
光
／
照
内

か
え
で
／
大
川
翔
平
／
赤
石
華
／
金
田
光
司 

／
松
橋
廣
汰
／
上
杉
郷
／
加
賀
巧
哉
／
櫻
井

和
巧
／
鈴
木
舞
／
梅
田
香
寿
美
／
小
野
寺
真

知
子
／
福
田
幸
作
／
小
笠
原
昭
子
／
金
忠
雄 

／
桂
邦
夫
／
新
林
行
雄
／
奥
田
稔
／
庄
司
ヨ

シ
子
／
松
岡
優
斗
／
伊
藤
一
男 

  

鷹
巣
同
好
会(

８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル)

／

森
吉
ク
マ
ゲ
ラ(

８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル)

／
鷹
巣
Ｃ
チ
ー
ム(

ユ
ニ
カ
ー
ル)

／
鷹
巣

中
学
校
男
子
バ
レ
ー
部
／
同
校
陸
上
部
・
男

子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
／
同
校
ス
キ
ー
部
・
男
子

リ
レ
ー
チ
ー
ム
／
阿
仁
中
学
校
陸
上
部
・
女

子
駅
伝
チ
ー
ム
／
森
吉
中
学
校
テ
ニ
ス
部
／

同
校
ス
キ
ー
部
・
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
／
東

北
少
年
軟
式
野
球
大
会(

秋
田
県
選
抜
メ
ン

バ
ー)

／
同
大
会(

北
秋
田
選
抜
メ
ン
バ
ー)

／
合
川
北
小
学
校
野
球
部 

  

加
賀
智
哉
／
玉
造
貴
久
／
松
橋
皇
成
／
松
橋

昂
大
／
伊
藤
麻
美
／
長
崎
静
香
／
高
橋
愛
沙

美
／
和
田
智
美
／
松
橋
悟
／
武
石
絵
美
／
三

沢
翔
／
藤
嶋
裕
介
／
中
嶋
晃
大
／
茂
内
麻
耶 

／
茂
内
美
紅
／
内
山
葉
月
／
田
口
尚
幸
／
佐

藤
め
ぐ
み
／
松
橋
郁
香
／
伊
藤
佑
樹
／
金
夏

望
／
片
岡
元
気
／
成
田
悠
大
／
安
部
秋
子
／ 

佐
々
木
祐
輔
／
畠
山
洋
子
／
嶺
脇
ル
イ
／
三

浦
京
子
／
高
橋
愛
子
／
桜
庭
ル
ミ
子
／
津
谷

妙
子
／
佐
々
木
諒
子
／
藤
本
知
栄
子
／
藤
本

斉
／
若
松
和
子
／
照
内
直
光  

受
賞
し
た
皆
さ
ん 

「
雑
草
軍
団
と
と
も
に
」〜
嶋
崎
氏
講
演 

秋田わか杉国体山岳競技・成年女子の部
優勝などの功績で特別栄光賞を受賞し表
彰を受ける吉田麻衣子さん 

２１団体、９１個人が受賞した１９年度市スポーツ賞表彰式
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読書感想文・感想画 阿仁鉱山フォーラム

■
日
本
三
大
銅
山
の
一
つ
だ
っ
た
阿
仁
鉱
山 

　
阿
仁
鉱
山
は
、
１
３
０
９
年
に
金
山
と

し
て
開
発
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
以

来
、
阿
仁
地
区
に
は
小
沢
銅
山
ほ
か
５
つ

の
銅
山
（
「
阿
仁
六
カ
山
」
を
阿
仁
鉱
山

と
総
称
）
が
開
発
さ
れ
、
１
７
１
６
年
に

は
、
当
時
の
佐
竹
藩
直
営
の
も
と
産
銅
日

本
一
を
記
録
し
、
日
本
三
大
銅
山
と
し
て

全
国
に
名
が
知
ら
れ
ま
し
た
。 

　
明
治
時
代
に
入
っ
て
も
そ
の
活
況
は
続

き
、
政
府
は
ド
イ
ツ
人
鉱
山
技
師
を
招
き

入
れ
る
な
ど
し
て
、
生
産
増
強
に
力
を
注

ぎ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
８
８
５
（
明
治

１
８
年
）
年
に
当
時
日
本
有
数
だ
っ
た
財

閥
の
一
人
・
古
河
市
兵
衛
の
経
営
（
古
河

鉱
業
）
に
移
り
ま
し
た
が
、
１
９
７
０
年

（
昭
和
４
５
年
）、
資
源
枯
渇
に
よ
り
閉
山

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

■
日
本
近
代
化
産
業
遺
跡
群
に
認
定 

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
産
業
の
近
代
化

に
大
き
く
貢
献
し
た
産
業
、
土
木
、
交
通

な
ど
に
関
す
る
「
遺
産
」
に
つ
い
て
経
済

産
業
省
は
昨
年
、
歴
史
的
な
役
割
の
再
検

証
や
地
域
活
性
化
に
役
立
て
る
狙
い
か
ら
、

「
日
本
近
代
化
産
業
遺
跡
群
３
３
」
と
し

て
全
国
の
関
係
す
る
建
造
物
や
遺
跡
を
認

定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
阿
仁
鉱
山

も
尾
去
沢
、
小
坂
両
鉱
山
な
ど
と
と
も
に

「
有
数
の
金
属
供
給
源
と
し
て
貢
献
し
た

遺
産
群
」
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
鉱
山
Ｏ
Ｂ
ら
の
メ
ン

バ
ー
が
つ
く
る
「
異
人
館
倶
楽
部
（
代
表
・

阿
仁
郷
土
文
化
保
存
伝
承
館
・
庄
司
昭
館

長
）
」
が
、
産
業
遺
産
認
定
を
機
に
、
地

域
振
興
へ
向
け
た
鉱
山
遺
跡
の
活
用
策
に

つ
い
て
探
ろ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
、
会

場
と
な
っ
た
阿
仁
郷
土
文
化
保
存
伝
承
館

に
は
、
か
つ
て
鉱
山
業
務
に
関
係
し
た
人
々

を
は
じ
め
と
す
る
市
民
ら
お
よ
そ
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

■
佐
竹
藩
を
支
え
た
阿
仁
の
銅 

　
は
じ
め
に
、
古
河
鉱
業
阿
仁
鉱
山
で
の

就
労
経
験
を
有
し
、
旧
阿
仁
町
の
助
役
を

務
め
た
小
林
精
一
氏
が
鉱
山
の
歩
み
に
つ

い
て
基
調
講
演
。 

　
こ
の
う
ち
、
徳
川
幕
府
に
仕
え
た
佐
竹

秋
田
藩
の
取
組
み
に
つ
い
て
小
林
氏
は
、「
阿

仁
の
銅
は
、
当
時
の
佐
竹
藩
の
ド
ル
箱
的

存
在
で
院
内
銀
山
と
と
も
に
藩
を
支
え
た
」

「
銅
の
産
出
に
特
に
力
を
注
い
だ
背
景
に
は
、 

関
ケ
原
の
戦
い
で
徳
川
側
に
つ
か
な
か
っ

た
佐
竹
氏
が
家
康
の
怒
り
を
買
い
常
陸
か

ら
秋
田
に
移
封
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
そ

の
汚
名
返
上
の
意
味
合
い
が
大
で
あ
っ
た

ら
し
い
」
な
ど
と
話
し
、
徳
川
幕
府
に
対

し
て
の
、
秋
田
藩
と
阿
仁
銅
山
の
犠
牲
と

貢
献
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
事
を
強
調

し
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、
明
治
維
新
後
は
国
の
直
営

下
、
富
国
強
兵
策
で
の
産
業
近
代
化
に
よ

る
鉱
山
開
発
の
た
め
に
外
国
人
技
術
者
を

招
き
入
れ
た
こ
と
で
、
阿
仁
の
地
が
い
ち

早
く
西
洋
文
化
を
取
り
入
れ
華
や
い
だ
産

業
文
化
を
享
受
で
き
た
こ
と
や
、
昭
和
の

時
代
は
、
日
中
戦
争
や
朝
鮮
戦
争
な
ど
に

よ
る
軍
事
特
需
で
活
況
し
つ
つ
も
、
資
源

枯
渇
の
た
め
に
、
つ
い
に
は
閉
山
に
追
い

込
ま
れ
た
鉱
山
の
歩
み
な
ど
に
つ
い
て
の

分
り
や
す
い
説
明
に
、
参
加
者
た
ち
は
興

味
深
め
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

■
鉱
山
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
文
化
遺
産
も 

　
ま
た
、「
鉱
山
の
歴
史
と
思
い
出
」「
鉱
山

が
生
ん
だ
文
化
財
」な
ど
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
こ
の

中
で
、
鉱
山
で
栄
え
た
町
の
歴
史
で
は
特

に
、
全
国
か
ら
の
技
術
者
や
労
務
者
の
出

入
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
宗
派
の
異
な
る

寺
院
が
５
つ
も
存
在
し
、
大
小
の
神
社
も

60
を
超
え
て
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

そ
の
文
化
財
的
価
値
が
各
方
面
か
ら
注
目

さ
れ
て
き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
同
倶
楽
部
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
、
ま
た
は
学
習
活
動
と
し

て
の
参
加
者
を
広
く
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

阿
仁
鉱
山
の
歴
史
と
貴
重
な
生
活
文
化
に

興
味
、
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽

に
左
記
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
異
人
館
倶
楽
部
事
務
局
　 

　
　
82
―
２
６
０
０ 

▲阿仁鉱山の歴史と文化について意見交換が行

われたした「鉱山フォーラム」（２月２３日、阿仁郷土

文化保存伝承館で） 

　
平
成
19
年
度
北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
２
月
23
日
、

市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
特
選
、
入
選
、
佳
作
の
各
入
賞
者
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

　
今
年
度
の
読
書
感
想
文
部
門
に
は
小
学
校
・
中
学
校
・
一
般
か
ら
１
１
６
点
、
感
想
画
部
門

に
は
幼
稚
園
・
保
育
園
及
び
小
学
校
１
・
２
年
生
か
ら
４
２
６
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
読
書
を
楽
し
み
、
心
の
豊
か
な

人
に
」
（
亀
山
恵
子
感
想
文
部
門
審
査
員
長
） 

特
選
及
び
入
選
者
の
皆
さ
ん 

表彰を受け、賞状を会場に紹介する入賞者のみなさん 
（写真は読書感想画の幼稚園・保育園の部） 

ま
り
ん 

こ
　
こ 

と
し
ふ
み 

ゆ
う
き 

ま
さ
よ
し 

 

り
　
り
　
ほ 

み
き 

し
ょ
う 

な
つ
き た

く
み 

た
く
ろ
う 

り
く
と 

さ
と
こ 

ま
　
ゆ 

か
　
な
　
こ よ

し
か 

み
　
ち
　
よ ち

は
る 

み

え

こ

 

み 

き 

ま
な
と 

こ
う
や 

け
い
と 

し
ゅ
ん
や 

あ

い

な

 

と
も
の 

み
は
る 

た
く
ま 

た
く
や 

ゆ
　
め 

か
　
ほ 

あ
せ
い 

ふ
み
と 

あ
　
い 

み
や
び 

り
　
さ 

ゆ
う
な 

た
す
く 

さ
く
ら 

は
や
と 

そ
う
い
ち
ろ
う 

ゆ
う
せ
い 

じ
ゅ
ん 

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
読
書
を
通
じ
、
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
も
の
で
、
感
想
文
部
門
と
感
想
画
部
門

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
表
彰
式
で
は
読
書
感
想
画
、
読
書
感
想

文
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
ご
と
に
入
賞
者
が
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
三
澤
仁
教
育
長
か
ら

表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。 

   

　
続
い
て
、
審
査
結
果
の
講
評
が
行
わ
れ
、

感
想
文
部
門
で
は
、
亀
山
恵
子
審
査
員
長

（
森
吉
中
学
校
校
長
）
が
「
普
段
か
ら
こ

と
ば
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
感
動

を
自
分
の
こ
と
ば
に
置
き
換
え
、
し
っ
か

り
し
た
文
章
を
か
け
る
。
読
書
を
楽
し
み
、

心
の
豊
か
な
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
、
絵
画
部
門
で
は
、
佐
々

木
久
隆
審
査
員
（
阿
仁
合
小
学
校
長
）
が

特
選
を
受
賞
し
た
作
品
を
投
影
機
で
上
映

し
な
が
ら
説
明
し
、
綴
子
小
学
校
２
年
の

工
藤
夕
奈
さ
ん
の
作
品
「
ク
ヌ
ー
ト
の
本

当
の
し
あ
わ
せ
」
に
は
、
「
水
色
の
色
画

用
紙
に
親
子
の
シ
ロ
ク
マ
を
白
い
ク
レ
ヨ

ン
で
描
き
、
毛
並
み
も
本
物
の
シ
ロ
ク
マ

の
よ
う
。
シ
ロ
ク
マ
一
家
が
幸
せ
に
暮
ら

し
て
い
る
よ
う
す
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い

る
」
と
、
講
評
し
て
い
ま
し
た
。 

   

■
小
学
校【
３
年
生
】特
選
・
佐
藤
真
凛（
鷹

巣
小
学
校
）／
入
選
・
三
澤
瑚
子（
綴
子
小

学
校
）／
入
選
・
加
藤
俊
文（
合
川
南
小
学
校
）

【
４
年
生
】特
選
・
津
谷
雄
貴（
鷹
巣
小
学
校
）

／
入
選
・
齋
藤
真
慶（
綴
子
小
学
校
）／
入
選
・

清
原
璃
莉
帆（
合
川
北
小
学
校
）【
５
年
生
】

特
選
・
松
尾
樹（
鷹
巣
小
学
校
）／
入
選
・

渡
部
翔（
鷹
巣
中
央
小
学
校
）／
入
選
・
高

屋
夏
希（
米
内
沢
小
学
校
）【
６
年
生
】特
選
・

斎
藤
巧
美（
前
田
小
学
校
）／
入
選
・
北
林

拓
朗（
鷹
巣
小
学
校
）／
入
選
・
千
葉
颯
都（
鷹

巣
南
小
学
校
） 

■
中
学
校【
１
年
生
】特
選
・
柏
木
聡
子（
森

吉
中
学
校
）／
入
選
・
小
笠
原
麻
友（
鷹
巣

中
学
校
）／
入
選
・
　
橋
佳
那
子（
鷹
巣
中

学
校
）【
２
年
生
】入
選
・
畠
山
淑
花（
鷹
巣

南
中
学
校
）／
入
選
・
佐
藤
美
知
代（
鷹
巣

南
中
学
校
）【
３
年
生
】入
選
・
村
上
千
春（
鷹

巣
南
中
学
校
）
　 

■
高
校
・
一
般
　
特
選
・
中
嶋
美
枝
子（
脇
神
）

／
入
選
・
藤
田
淳（
材
木
町
）／
松
前
谷
美

樹（
米
内
沢
高
等
学
校
２
年
） 

  

■
幼
稚
園
・
保
育
園
　
特
選
・
石
田
真
翔（
し

ゃ
ろ
ー
む
）／
入
選
・
津
谷
光
也（
鷹
巣
中

央
保
育
園
）／
入
選
・
福
原
く
る
み（
鷹
巣

東
保
育
園
）／
入
選
・
松
尾
圭
翔（
鷹
巣
東

保
育
園
）／
入
選
・
堀
内
俊
哉（
綴
子
保
育

園
）／
入
選
・
長
崎
安
依
南（
綴
子
保
育
園
）

／
入
選
・
嶺
脇
朝
望（
し
ゃ
ろ
ー
む
）／
入

選
・
宮
野
美
春（
米
内
沢
保
育
園
）／
入
選
・

杉
渕
拓
真（
あ
い
か
わ
保
育
園
） 

■
小
学
校【
１
年
生
】特
選
・
梅
原
琢
也（
竜

森
小
学
校
）／
特
選
・
高
橋
由
芽（
合
川
東

小
学
校
）／
入
選
・
戸
澤
香
穂（
鷹
巣
西
小

学
校
）／
入
選
・
佐
藤
亜
星（
鷹
巣
小
学
校
）

／
入
選
・
西
根
史
翔（
鷹
巣
小
学
校
）／
入
選
・

河
田
亜
依（
鷹
巣
小
学
校
）／
入
選
・
佐
藤

雅（
鷹
巣
南
小
学
校
）／
入
選
・
山
下
梨
沙（
浦

田
小
学
校
）【
２
年
生
】特
選
・
工
藤
夕
奈（
綴

子
小
学
校
）／
特
選
・
庄
司
丞（
前
田
小
学

校
）／
入
選
・
畠
山
桜（
鷹
巣
小
学
校
）入
選
・

吉
田
勇
人（
鷹
巣
中
央
小
学
校
）／
入
選
・

佐
藤
宗
一
朗（
合
川
東
小
学
校
）／
入
選
・

土
濃
塚
悠
成（
合
川
南
小
学
校
） 
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国保からのお知らせ 国保からのお知らせ

平
成
20
年
度
市
健
診
・
予
防
事
業
実
施
計
画 

特
定
健
診
を
受
診
す
る
人
は
？ 

特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
は
？ 

国
保
以
外
の
市
民
は
？ 

特
定
健
診
を
受
け
る
必
要
が
な
い
人
は
？ 

・集団方式

・個別方式（市内契約医療機関）

・国保ドック方式（市内契約医療機関）

    

　
対
象
年
齢
は
、
平
成
20
年
度
（
平
成
20

年
４
月
１
日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日
）
に

誕
生
日
を
迎
え
た
年
齢
で
す
。 

①
胸
部
総
合
検
診 

　
40
歳
以
上
の
か
た      

②
大
腸
が
ん
検
診 

　
40
歳
以
上
の
か
た 

③
前
立
腺
が
ん
検
診 

　
50
歳
以
上
の
男
性 

　
（
治
療
中
の
方
を
の
ぞ
く
） 

④
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診 

　
40
歳
の
か
た
の
み 

⑤
胃
が
ん
検
診 

　
40
歳
以
上
の
か
た 

⑥
子
宮
頚
が
ん
及
び
卵
巣
腫
瘍
検
診
　 

　
20
〜
39
歳
の
女
性
（
年
に
１
回
）       

 
 

40
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性
（
２
年

　
に
１
回
） 

⑦
乳
が
ん
検
診 

　
40
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性 

⑧
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診 

　
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
及

　
び
42
〜
68
歳
ま
で
の
偶
数
年
齢
の
女
性 

⑨
歯
周
疾
患
検
診 

　
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の

　
か
た 

       

⑩
喀
痰
細
胞
診 

　
50
歳
以
上
の
喫
煙
指
数
６
０
０
以
上
の

　
か
た       

参
考
資
料 

　
40
歳
：
昭
和
43
年
４
月
１
日
〜 

　
　
　
　
昭
和
44
年
３
月
31
日       

　
50
歳
：
昭
和
33
年
４
月
１
日
〜 

　
　
　
　
昭
和
34
年
３
月
31
日       

  

対
象
者 

北
秋
田
市
国
保
加
入
者
で
40
〜
74
歳
の
男
女 

①
特
定
健
康
診
査
、
②
腹
部
超
音
波
検
査
、 

③
胸
部
総
合
検
診
、
④
大
腸
が
ん
検
診
、

⑤
前
立
腺
が
ん
検
診
、
⑥
胃
が
ん
検
診
、

⑦
子
宮
頚
が
ん
・
卵
巣
腫
瘍
検
診
、
⑧
乳

が
ん
検
診
、
⑨
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、
⑩

喀
痰
細
胞
診 

   

　
生
活
機
能
評
価
は
高
齢
者
の
要
介
護

状
態
や
虚
弱
化
を
予
防
し
、
生
活
機
能
の

維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
そ
の
危
険
因
子

を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の
健
診
で
す
。

特
定
健
診
と
一
緒
に
受
け
ま
し
ょ
う
。 

　
生
活
機
能
評
価
を
受
け
る
か
た 

・
65
歳
以
上
の
か
た 

・
特
に
要
支
援
１
・
２
に
認
定
さ
れ
た
か

　
た
、
地
域
に
お
け
る
特
定
高
齢
者
（
生

　
活
機
能
が
低
下
し
て
い
る
高
齢
者
）
が

　
基
本
的
な
対
象
と
な
り
ま
す
。 

※
介
護
度
１
〜
５
の
か
た
は
受
診
の
必
要

　
は
あ
り
ま
せ
ん 

  

　
高
齢
者
及
び
市
国
保
に
加
入
さ
れ
て

い
る
か
た
の
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

を
予
定
し
ま
す
。 

　
実
施
機
関
、
実
施
医
療
機
関
、
接
種
料

金
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
市
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
定
期
予
防
接
種 

・
肺
炎
球
菌
予
防
接
種 

対
象
者 

①
65
歳
以
上
の
か
た 

②
60
〜
64
歳
の
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器

　
機
能
等
に
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度

　
の
障
害
を
お
持
ち
の
か
た 

※
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
こ
れ
ま
で
接
種

　
し
た
こ
と
が
な
い
か
た
の
み
助
成
対
象

　
と
な
り
ま
す
。 

・
国
保
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
事
業 

対
象
者 

①
北
秋
田
市
国
保
に
加
入
し
て
い
る
０
〜 

　
64
歳
の
か
た 

※
定
期
接
種
の
対
象
者
を
除
く 

個
人
費
用
・
免
除
規
定
・
助
成
額 

　
各
種
健
診
自
己
負
担
金
や
免
除
対
象
者

に
つ
い
て
は
、
各
個
人
の
健
診
通
知
や
広

報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

 

婦人科集団検診 

　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

に
よ
る
新
し
い 

    

　
が
平
成
20
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す 

　
こ
れ
ま
で
40
歳
以
上
の
全
市
民
を
対
象

に
実
施
し
て
き
た
市
の
基
本
健
康
診
査
が
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
は
北
秋
田
市
国
民
健

康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

を
対
象
と
し
た
特
定
健
康
診
査
に
移
行
し

ま
す
。 

　
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
循
環
器
疾
患
の

発
症
要
因
と
な
る
動
脈
硬
化
の
進
行
に
は

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂

肪
症
候
群
）
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
健
康
診
査
・
保
健
指
導
は
、
糖

尿
病
な
ど
を
誘
発
す
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
と
解
消
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。 

　
対
象
と
な
る
方
に
は
保
健
セ
ン
タ
ー
か

ら
「
成
人
検
診
の
お
知
ら
せ
」
、
特
定
健

診
の
受
診
券
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
検
診

車
に
よ
る
集
団
検
診
や
市
内
契
約
医
療
機

関
な
ど
で
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
〜

　
74
歳
の
す
べ
て
の
か
た
　 

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

　
る
75
歳
以
上
の
す
べ
て
の
か
た
を
対
象

　
に
年
１
回
実
施
さ
れ
ま
す 

・
対
象
者
に
は
他
の
検
診
案
内
も
記
載
し

　
た
「
成
人
病
検
診
の
お
知
ら
せ
」
・
特

　
定
健
診
の
受
診
券
を
世
帯
ご
と
に
保
健

　
協
力
員
が
配
布
し
ま
す
。 

  

・
基
本
的
な
検
診
と
問
診
の
結
果
を
総
合

　
し
て
生
活
習
慣
改
善
の
必
要
性
の
判
定

　
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
を
通
知
し
ま

　
す
。 

・
「
動
機
づ
け
支
援
」「
積
極
的
支
援
」
と

判
定
さ
れ
た
か
た
に
は
、
さ
ら
に
「
特

定
保
健
指
導
の
通
知
」
が
送
ら
れ
ま
す

の
で
、
検
査
値
改
善
の
た
め
積
極
的
に

指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

 

 

・
会
社
な
ど
の
社
会
保
険
や
共
済
組
合
な

　
ど
に
加
入
し
て
い
る
本
人
、
ま
た
そ
の

　
扶
養
家
族
の
場
合
は
、
加
入
し
て
い
る

　
各
医
療
保
険
者
に
よ
っ
て
特
定
健
診
が

　
実
施
さ
れ
ま
す
。
　 

・
た
だ
し
、
そ
の
扶
養
家
族
の
か
た
は
、

　
各
医
療
保
険
者
が
発
行
す
る
保
険
者
証

　
と
受
診
券
を
持
参
す
る
と
、
こ
れ
ま
で

　
ど
お
り
北
秋
田
市
国
保
加
入
者
と
一
緒

　
に
健
診
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

　
い
ま
す
。 

  

　
妊
産
婦
／
病
院
等
に
６
ヶ
月
以
上
継
続

　
し
て
入
院
し
て
い
る
か
た
／
特
定
施
設

　
や
介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る
か

　
た
／
ド
ッ
ク
や
事
業
所
健
診
な
ど
特
定

　
健
診
に
代
わ
る
健
診
結
果
を
提
出
で
き

　
る
か
た
／
年
度
中
に
転
出
、
転
入
す
る

　
か
た 

  

　
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
治
療

　
の
た
め
薬
剤
を
服
用
し
て
い
る
か
た 

    

　 

特
定
保
健
指
導
を
受
け
る
必
要
が
な
い
人
は
？ 

◎問い合わせ先 

　北秋田市保健センター　�６２－６６６６ 

心臓
病 脳卒中 
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小学校再編整備計画に係る意見交換会 

▲各地区で開かれた意見交換会では、保護者や自治
会の方々からさまざまな意見・要望が出されました 

                 

　
市
立
小
学
校
の
学
校
数
は
現
在
、
鷹

巣
地
区
が
７
校
、
合
川
地
区
４
校
、
森

吉
地
区
３
校
、
阿
仁
地
区
２
校
の
16
校
。

児
童
数
は
、
昭
和
34
年
の
１
万
１
千
１

４
７
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
転
じ
、

新
市
が
誕
生
し
た
平
成
17
年
度
は
１
９

３
８
人
と
、
５
分
の
１
以
下
に
ま
で
減

少
し
、
学
校
の
小
規
模
化
が
顕
著
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な

現
状
を
踏
ま
え
、
平
成
17
年
８
月
、
小

学
校
再
編
整
備
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

設
置
、
市
立
小
学
校
の
適
正
規
模
・
適

正
配
置
等
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
整
備

計
画
の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
同
年
11
月
に
は
20
人
の
市
民

に
よ
る
整
備
計
画
の
検
討
委
員
会
（
柳

山
敏
幸
委
員
長
）
が
発
足
、
市
教
委
が

ま
と
め
た
素
案
の
内
容
を
検
討
、
19
年

３
月
に
は
岸
部
市
長
に
対
し
そ
の
答
申

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
教
委
で
は
答
申
の
意
見
を
反
映
さ

せ
た
素
案
を
も
と
に
、
昨
年
８
月
か
ら

今
年
２
月
に
か
け
て
、
再
編
整
備
に
よ
っ

て
統
廃
合
の
対
象
と
な
る
学
校
区
の
住

民
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
も
の

で
す
。 

　
計
画
で
は
、
市
内
の
16
校
を
19
年
度

か
ら
28
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
９
校
に

統
合
、
う
ち
前
期
計
画
（
19
―
23
年
度
）

で
は
▽
竜
森
小
を
鷹
巣
南
小
に
統
合
▽

浦
田
小
を
米
内
沢
小
に
統
合
▽
合
川
地

区
の
４
校
を
統
合
し
て
新
た
な
学
校
を

作
る
、
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
後
期
計
画
（
24
―
28
年
度
）
で

は
▽
鷹
巣
西
小
を
鷹
巣
小
に
統
合
▽
鷹

巣
中
央
と
鷹
巣
南
を
統
合
し
て
新
校
舎

を
建
設
す
る
、
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
意
見
交
換
会
は
、
昨
年
８
月
、
統
廃

合
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
な
る
竜
森
小

学
校
の
竜
森
地
区
か
ら
始
ま
り
、
今
年

２
月
ま
で
に
７
校
の
学
校
区
及
び
あ
い

か
わ
保
育
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
市
教
委
で
は
、
保
護
者
や
関
係
集
落

の
自
治
会
長
ら
が
出
席
し
た
各
地
区
の

会
場
（
小
学
校
等
）
で
、
市
の
小
学
校

の
現
状
や
学
校
教
育
・
施
設
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
考
え
、
整
備
計
画
の
概
要

を
説
明
し
た
上
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
意
見
や
要
望
を
伺
い
ま
し
た
。 

　
竜
森
地
区
で
は
昨
年
８
月
17
日
と
今

年
１
月
22
日
の
２
回
開
か
れ
、
同
小
の

閉
校
と
鷹
巣
南
小
へ
の
統
合
に
つ
い
て

合
意
を
得
て
い
ま
す
。 

　
合
川
地
区
で
は
、
早
期
統
合
を
望
む

声
が
大
半
を
占
め
、
新
校
舎
の
建
設
場

所
な
ど
に
つ
い
て
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

　
浦
田
地
区
で
は
、
昔
は
一
部
が
前
田

小
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
の
話
や
学
校
存

続
を
望
む
声
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
各
会
場
で
出
さ
れ
た
主
な
質
問
や
意

見
、
市
教
委
の
回
答
は
次
の
と
お
り
で

す
（
青
字
は
回
答
）。 

    【
竜
森
小
学
校（
平
成
19
年
８
月
17
日
）】 

▽
前
期
計
画
で
鷹
巣
南
小
と
、
後
期
で

鷹
巣
中
央
小
と
統
合
す
る
が
、
１
回
で

で
き
な
い
か
。 

▼
竜
森
小
、
鷹
巣
南
小
の
規
模
を
考
え

る
と
そ
の
と
お
り
だ
が
、
南
小
、
中
央

小
と
も
現
校
舎
で
は
３
校
の
児
童
が
入

り
き
ら
な
い
。
ま
た
前
期
は
合
川
地
区

の
小
学
校
の
建
設
計
画
も
あ
り
、
財
政

的
な
事
情
も
あ
る
。 

▽
以
前
か
ら
い
ず
れ
統
合
の
時
期
が
来

る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
。
米
代
川
か

ら
南
側
に
小
学
校
１
校
、
中
学
校
１
校

（
鷹
巣
南
中
）
と
し
、
で
き
る
だ
け
早
く

建
設
し
て
ほ
し
い
。
建
設
時
期
は
。 

▼
後
期
計
画
（
24
―
28
年
度
）
だ
が
年

度
は
未
定
。
後
期
で
は
米
内
沢
小
の
改

築
と
と
も
に
、
鷹
巣
南
小
、
中
央
小
の

統
合
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。 

▽
統
合
後
の
校
舎
の
使
途
は
。 

▼
基
本
的
に
は
解
体
だ
が
、
地
域
の
み

な
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
有
効
活

用
を
図
り
た
い
。
使
用
の
希
望
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
も
関
係
部
所
と
協
議
し
て

有
効
利
用
し
た
い
。 

▽
統
合
後
の
通
学
方
法
は
。 

▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
な
る
。 

▽
あ
い
さ
つ
や
地
域
と
の
関
わ
り
を
考

え
る
と
こ
こ
ほ
ど
よ
い
学
校
は
な
い
。

む
し
ろ
児
童
が
多
い
学
校
の
子
を
竜
森

小
に
入
れ
た
ら
よ
い
と
思
う
の
に
、
な

ぜ
統
合
な
の
か
。 

▼
あ
る
程
度
の
集
団
・
規
模
の
中
で
切
磋

琢
磨
し
て
成
長
で
き
る
教
育
環
境
と
学

校
教
育
の
充
実
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。 

 【
竜
森
小
学
校（
平
成
20
年
１
月
22
日
）】 

※
８
月
の
意
見
交
換
会
か
ら
５
ヶ
月
を

経
、
平
成
21
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
竜

森
小
学
校
を
閉
校
し
、
21
年
４
月
１
日

に
鷹
巣
南
小
学
校
に
統
合
す
る
こ
と
に

合
意
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

▽
低
学
年
、
高
学
年
で
そ
れ
ぞ
れ
下
校

時
間
が
違
う
。
そ
の
対
応
は
。 

▼
朝
は
１
便
、
帰
り
は
時
間
帯
に
あ
わ

せ
て
送
る
こ
と
に
な
る
。 

▽
学
校
間
交
流
の
頻
度
は
。 

▼
現
在
で
も
、
鷹
巣
南
、
竜
森
小
で
学

期
ご
と
に
１
回
づ
つ
行
わ
れ
て
い
る
が
、

今
後
は
さ
ら
に
機
会
が
増
え
る
。
竜
森

小
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
育
林
学
習
、

育
林
活
動
は
伝
統
を
引
き
継
ぎ
統
合
後

も
展
開
し
た
い
。 

 【
鷹
巣
南
小
学
校（
平
成
20
年
１
月
24
日
）】 

▽
竜
森
小
と
鷹
巣
南
小
が
統
合
し
て
も
、 

人
数
は
増
え
な
い
の
で
は
。 

▼
後
期
計
画
で
は
、
鷹
巣
南
小
と
鷹
巣

中
央
小
の
統
合
を
計
画
し
て
い
る
。
竜

森
小
で
の
意
見
交
換
会
で
は
、
一
度
に

３
校
統
合
の
意
見
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

検
討
委
員
会
で
は
、
高
校
統
合
後
の
鷹

巣
高
校
利
用
や
跡
地
利
用
を
前
提
と
し

た
意
見
も
あ
っ
た
。 

▽
鷹
巣
南
、
中
央
の
い
ず
れ
も
現
校
舎
で

は
２
校
の
児
童
を
収
容
で
き
な
い
の
か
。 

▼
現
在
の
児
童
数
で
は
不
可
能
。
築
37

年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
財

政
事
情
に
も
よ
る
が
計
画
後
期
で
の
建

築
を
予
定
し
て
い
る
。 

▽（
意
見
）
現
校
舎
の
建
築
に
あ
た
っ
て

は
、「
南
小
、
中
央
小
と
せ
ず
小
猿
部
（
両

学
区
に
共
通
す
る
地
域
の
呼
称
）
小
学

校
１
校
で
よ
い
」
と
し
て
運
動
し
た
経

緯
も
あ
る
。
児
童
数
の
推
移
な
ど
を
み

て
も
い
ず
れ
統
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
思
い
は
ど
ち
ら
の
学
区
と
も

同
じ
で
は
な
い
か
。 

▽（
意
見
）
児
童
数
減
少
は
教
育
分
野
だ

け
の
問
題
で
は
な
い
。
産
業
の
振
興
、

企
業
誘
致
で
若
者
の
定
住
を
図
る
べ
き
。 

 【
合
川
南
小
学
校（
平
成
20
年
２
月
７
日
）】 

▽
合
川
南
小
は
規
模
も
小
さ
く
、
統
合
は

切
実
な
問
題
。
複
式
学
級
の
解
消
な
ど
子

ど
も
た
ち
の
将
来
を
考
え
、
早
く
進
め
て

ほ
し
い
。
合
川
地
区
管
内
で
の
統
合
は
前

期
に
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
年
度
は
。 

▼
前
期
計
画
と
し
て
進
め
て
い
る
が
、

23
年
ま
で
に
校
舎
を
完
成
さ
せ
る
の
は

財
政
的
に
も
難
し
い
。
４
学
区
の
合
意

を
得
て
建
設
場
所
を
決
め
、
23
年
度
ま

で
に
は
着
手
し
た
い
考
え
。 

▽
統
合
後
の
学
級
数
の
見
込
み
は 

▼
統
合
年
度
に
も
よ
る
が
、
24
年
度
だ

と
10
学
級
、
25
年
度
だ
と
８
学
級
。 

▽
道
城
地
区
は
米
内
沢
小
へ
の
学
区
変

更
も
あ
る
の
で
は
。 

▼
現
段
階
で
は
、
旧
町
の
枠
内
で
の
統

合
で
あ
り
、
学
区
の
変
更
は
考
え
て
い

な
い
。 

 【
合
川
西
小
学
校（
平
成
20
年
２
月
８
日
）】 

▽
統
合
は
早
い
ほ
う
が
よ
い
。
４
小
学
校

の
い
ず
れ
か
の
校
舎
を
補
修
し
て
使
用

で
き
な
い
か
。 

鷹 巣  

鷹 巣 西  

鷹 巣 東  

綴 子  

鷹巣中央 

竜 森  

鷹 巣 南  

米 内 沢  

浦 田  

前 田  

阿 仁 合  

大 阿 仁  

合 川 東  

合 川 西  

合 川 南  

合 川 北  

１６校 

鷹 巣  

鷹 巣 西  

鷹 巣 東  

綴 子  

鷹巣中央 

 

 

 

 

前 田  

阿 仁 合  

大 阿 仁  

 

 

 

 

１１校 

 

 

鷹 巣 東  

綴 子  

 

 

 

 

 

前 田  

阿 仁 合  

大 阿 仁  

 

 

 

 

９校 

現　状 

19年度 

前　期 

19～23年度 

後　期 

24～28年度 

北秋田市小学校再編整備計画（案） 

鷹巣南 

仮　称 
鷹巣南 

米内沢 米内沢 

（既存校舎） 

（既存校舎） 

（新築） 

（新築） 

鷹　巣 
（既存校舎） 

（新築） 

仮　称 
合　川 

仮　称 
合　川 

　浦田小での意見交換会 
　　（平成20年２月19日） 

　竜森小で
の意見交換
会（平成19年
８月17日） 

▲
 

▲
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小学校再編整備計画に係る意見交換会 市長日誌ほか

▼
ま
ず
は
４
学
区
の
皆
さ
ん
の
統
合
に
向

け
た
意
思
統
一
が
必
要
。
そ
の
後
、
場
所

や
予
算
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

校
舎
完
成
ま
で
は
３
年
か
ら
４
年
は
か
か

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。 

▽
建
設
場
所
に
も
よ
る
と
思
う
が
、
通
学

方
法
は
ど
う
な
る
の
か
。 

▼
遠
距
離
通
学
費
の
補
助
、
路
線
バ
ス
定

期
券
の
交
付
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。 

▽
統
合
後
は
児
童
数
が
増
え
、
子
ど
も
た

ち
が
と
ま
ど
う
の
で
は
。 

▼
統
合
が
決
ま
る
と
、
４
つ
の
小
学
校
間

で
交
流
事
業
を
行
い
、
徐
々
に
友
だ
ち
関 

係
を
築
き
な
が
ら
統
合
に
向
か
う
と
い
っ

た
準
備
を
し
て
行
く
。
現
在
修
学
旅
行
も

一
緒
だ
が
、
運
動
会
な
ど
も
そ
う
す
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

▽
（
意
見
）
統
合
し
た
場
合
、
校
舎
は
木

造
で
木
の
温
も
り
が
あ
る
も
の
に
し
て
ほ

し
い
。 

 【
合
川
東
小
学
校（
平
成
20
年
２
月
12
日
）】 

▽
統
合
は
や
む
を
え
な
い
。
心
配
な
の
は

登
下
校
の
安
全
対
策
。
仮
に
合
川
中
付
近

だ
と
す
る
と
東
小
児
童
は
橋
を
わ
た
る
こ

と
に
も
な
り
、
安
全
上
の
配
慮
を
お
願
い

し
た
い
。 

▼
教
育
委
員
会
で
は
児
童
の
安
全
安
心
を

第
一
に
考
え
た
い
。 

▽
こ
れ
ま
で
１
学
級
20
人
前
後
で
先
生
方

の
目
が
行
き
届
い
て
い
た
。
ま
た
、
全
国

学
力
調
査
で
も
秋
田
県
が
ト
ッ
プ
だ
っ
た

が
、
こ
れ
は
先
生
方
の
努
力
の
賜
物
だ
ろ

う
。
人
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
統
合
後
も

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
配
慮
を
お
願
い

し
た
い
。 

▼
１
学
級
の
人
数
が
多
く
な
る
と
、「
チ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
」
と
い
っ
て
複
数
の
先

生
に
よ
る
指
導
を
展
開
す
る
。
今
回
の
学

力
調
査
の
結
果
は
、
子
ど
も
た
ち
の
基
本

的
な
生
活
習
慣
や
人
の
話
を
し
っ
か
り
聞

く
姿
勢
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。

こ
の
こ
と
は
人
数
の
多
少
に
は
関
わ
ら
な

い
。
将
来
も
こ
う
い
う
点
で
し
っ
か
り
育

て
て
い
き
た
い
。 

▽
洪
水
の
危
険
が
な
い
と
こ
ろ
に
建
設
し

て
も
ら
い
た
い
。 

▼
学
校
は
災
害
時
の
避
難
場
所
と
い
う
役

目
も
あ
り
、
十
分
検
討
し
た
い
。 

 【
合
川
北
小（
平
成
20
年
２
月
14
日
）】 

▽
再
編
計
画
で
は
１
学
級
20
人
を
割
ら

な
い
程
度
を
確
保
し
た
い
、
と
あ
る
。

た
だ
、
40
人
近
い
人
数
だ
と
先
生
の
負

担
が
大
き
く
、
目
が
行
き
届
か
な
い
の

で
は
な
い
か
。 

▼
グ
ル
ー
プ
活
動
や
理
解
度
に
応
じ
、
チ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
行
い
、
少
人
数
編
成

で
行
う
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

統
合
後
の
規
模
に
な
る
と
加
配
の
先
生
が

配
置
さ
れ
る
。 

▽
校
舎
の
場
所
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。 

▼
統
合
す
る
こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま
っ
た

後
、
地
域
の
方
々
と
の
話
し
合
い
に
よ
っ

て
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。 

▽
合
川
中
付
近
に
つ
い
て
は
水
害
の
こ
と

を
考
え
る
と
誰
も
「
よ
し
」
と
い
わ
な
い

の
で
は
な
い
か
。
高
校
統
合
後
の
合
川
高

校
校
舎
を
活
用
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。 

▼
災
害
へ
の
対
応
、
そ
し
て
樹
木
等
の
環

境
も
考
え
、
ま
ず
は
よ
い
ア
イ
デ
ア
・
意

見
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
話
し
合
い
で
決

め
て
い
き
た
い
。 

▽
現
校
舎
は
古
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
耐
震
性
は
ど
う
か
。 

▼
合
川
地
区
は
４
校
と
も
耐
震
診
断
の
対

象
。
校
舎
を
残
す
場
合
は
診
断
と
補
強
工

事
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
財
政
事
情

か
ら
予
算
措
置
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
。 

▽
建
設
費
は
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
の
か
。 

▼
校
舎
で
８
億
か
ら
８
・
５
億
、
体
育
館

で
２
・
５
億
、
こ
の
ほ
か
、
プ
ー
ル
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
用
地
な
ど
を
考
え
る
と
15
億

円
の
見
込
み
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
給

食
設
備
な
ど
も
考
え
る
と
20
億
近
く
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。 

 【
浦
田
小
学
校（
平
成
20
年
２
月
19
日
）】 

▽
森
吉
地
区
と
合
川
地
区
の
人
口
規
模
は

同
じ
だ
が
、
合
川
地
区
は
統
合
１
校
と
な

る
の
に
対
し
、
森
吉
地
区
は
前
田
と
米
内

沢
の
２
校
の
計
画
。
１
校
で
も
よ
い
の
で

は
。 

▼
前
田
小
は
合
併
前
か
ら
決
議
さ
れ
て
い

た
も
の
で
、
地
元
で
は
将
来
児
童
数
が
減

少
す
る
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
の
建
設
合

意
だ
っ
た
。 

▽
前
田
小
と
の
統
合
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
か
。 

▼
学
区
を
旧
町
の
区
割
り
で
考
え
て
い
る
。

た
だ
、
浦
田
小
学
区
の
う
ち
浦
田
は
米
内

沢
地
区
、
桂
瀬
は
前
田
地
区
に
属
す
る
が
、

在
学
中
の
児
童
が
別
々
に
な
ら
な
い
で
、

一
緒
に
米
内
沢
小
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
の

考
え
。
み
な
さ
ん
が
い
っ
し
ょ
に
前
田
小
、

も
し
く
は
桂
瀬
は
前
田
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。 

▽
複
式
学
級
解
消
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
少
人

数
で
あ
っ
て
も
子
ど
も
に
と
っ
て
良
い
教

育
環
境
を
考
え
て
ほ
し
い
。 

▼
今
の
法
律
で
は
、
１
年
生
は
２
年
生
を

含
め
て
８
人
を
超
え
な
い
と
、
他
の
学
年

は
２
学
年
合
わ
せ
て
16
人
を
超
え
な
い
と

複
式
学
級
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

▽
米
内
沢
小
学
校
も
古
い
校
舎
だ
と
聞
い

て
い
る
が
。 

▼
合
川
東
、
米
内
沢
は
耐
震
補
強
を
急
ぐ

必
要
が
あ
る
。
後
期
計
画
で
は
新
築
を
計

画
し
て
い
る
。 

▼
な
お
、
統
廃
合
を
き
っ
か
け
に
地
域
が

バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
願
っ
て
い

る
。 

 

◇
２
月
16
日
〜
28
日 

市
長
日
誌 

２
月
17
日（
日
）▽
市
民
プ
ー
ル
一
日
開
放
へ
参
加（
市
民
プ
ー

ル
） 

２
月
19
日
（
火
）
▽
２
月
19
日
付
け
人
事
異
動
に
か
か
る
辞
令

交
付
式（
市
役
所
応
接
室
） 

２
月
20
日
（
水
）
▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組

合
正
副
管
理
者
会
議
お
よ
び
議
会
に
出
席（
森

吉
支
所
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合

正
副
管
理
者
会
議
（
森
吉
支
所
）
▽
北
秋
中
央

病
院
運
営
委
員
会
に
出
席（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

２
月
22
日
（
金
）
▽
第
59
回
全
国
植
樹
祭
第
４
回
北
秋
田
市
実

行
委
員
会
に
出
席
（
交
流
セ
ン
タ
ー
）
▽
北
秋

田
市
医
療
整
備
検
討
委
員
会
へ
出
席（
中
央
公

民
館
） 

２
月
23
日（
土
）▽
北
秋
田
市
体
育
協
会
主
催「
ス
ポ
ー
ツ
賞
授

与
式
」に
参
加（
文
化
会
館
） 

２
月
24
日（
日
）▽
第
15
回
秋
田
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席（
東

京
都
法
曹
会
館
） 

２
月
25
日
（
月
）
▽
衆
議
院
議
員
野
呂
田
芳
成
氏
の
在
職
30
年

並
び
に
「
思
い
切
な
れ
ば
必
ず
遂
ぐ
る
な
り
」

出
版
を
祝
う
会
に
出
席（
能
代
市
平
安
閣
） 

２
月
26
日
（
火
）
▽
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
職
員
に
対
す
る
説

明
会
に
出
席
（
米
内
沢
総
合
病
院
）
▽
同
労
組

と
の
団
体
交
渉
に
出
席（
同
） 

２
月
28
日
（
木
）
▽
平
成
20
年
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
に

出
席（
市
議
事
堂
） 

　
平
成
17
年
９
月
に
策
定
し
た
北
秋
田
市
医
療
整
備

基
本
構
想
で
は
、
市
民
病
院
の
開
院
に
合
わ
せ
、
北

秋
中
央
病
院
跡
地
に
「
鷹
巣
外
来
セ
ン
タ
ー
」
を
整

備
す
る
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
市
で
は
平
成
21
年
10
月
の
北
秋
田
市
民
病
院
開
院

時
の
外
来
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
と
、
北
秋
中
央
病
院

が
廃
止
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
中
心
商
店
街
の
活
性

化
へ
の
影
響
な
ど
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

北
秋
田
医
師
会
、
開
業
医
、

商
工
団
体
、
市
民
か
ら

広
く
意
見
を
伺
う
こ
と

に
し
た
も
の
で
す
。 

　
検
討
委
員
会
は
、
今

月
６
日
と
22
日
の
２
回

開
催
さ
れ
、
基
本
構
想

策
定
時
か
ら
の
変
更
点

に
つ
い
て
の
資
料
ほ
か
、

鷹
巣
地
区
の
個
人
開
業

医
を
含
め
た
受
診
体
制

に
関
す
る
資
料
な
ど
を

参
考
に
審
議
を
行
な
い

ま
し
た
。 

　
こ
の
結
果
、
検
討
委
員
会
で
は
、 

▽
鷹
巣
地
区
は
個
人
開
業
医
が
16
あ
り
、
医
療
レ
ベ

ル
の
高
い
専
門
医
で
構
成
さ
れ
、
北
秋
中
央
病
院
が

無
く
な
っ
た
と
し
て
も
外
来
患
者
の
引
き
受
け
に
つ

い
て
は
十
分
対
応
可
能
で
あ
る
。 

▽
鷹
巣
地
区
は
１
次
医
療
が
充
実
し
て
お
り
、
更
な

る
外
来
セ
ン
タ
ー
は
必
要
な
い
。 

▽
新
病
院
の
医
療
機
能
及
び
個
人
開
業
医
の
専
門
診

療
科
等
を
広
く
周
知
し
て
ほ
し
い
。 

▽
市
民
の
新
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
バ

ス
輸
送
も
確
保
し
て
ほ
し
い
。
な
お
、
地
域
医
療
全

体
を
考
慮
し
、
市
民
病
院
と
個
人
開
業
医
等
を
回
る

循
環
バ
ス
形
式
が
望
ま
し
い
。 

▽
北
秋
田
市
民
病
院
に
つ
い
て
は
医
療
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
が
必
要
で
あ
り
、
１
次
医
療
と
の
連
携
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。 

　
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
北
秋
中
央
病
院
廃
止
に
と
も
な
う
跡
地

利
用
に
つ
い
て
意
見
が
多
数
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
岸
部
市
長
は
「
答
申
結
果
を
尊
重
し
て
結
論
を
出

し
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
を
出
し
ま
し
た
。 

 

北
秋
中
央
病
院
跡
地
の
利
用
に
つ
い 

て
の
意
見
も
多
数
出
さ
れ
ま
し
た 
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〜
た
か
の
す
幼
稚
園
「
ひ
な
祭
り
お
茶
会
」 

　
昨
年
４
月
に
鷹
巣
北
・
西
幼
稚
園
が
統
合
し
て
で

き
た
市
立
た
か
の
す
幼
稚
園
（
工
藤
英
俊
園
長
、
園

児
２
０
人
）
で
３
月
３
日
、「
ひ
な
祭
り
お
茶
会
」が

市
内
の
茶
道
教
室
の
協
力
を
得
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
同
園
の
ひ
な
祭
り
に
合
わ
せ
た
お
茶
会
は
、
表
千

家
小
坂
キ
ヌ
ヱ
社
中
の
協
力
に
よ
り
平
成
11
年
よ
り

続
い
て
い
る
も
の
で
今
回
で
10
回
目
と
な
り
ま
す
。 

　
お
茶
会
で
は
、
小
坂
社
中
の
み
な
さ
ん
が
、
園
児

一
人
ひ
と
り
に
和
菓
子
と
釜
の
湯
か
ら
点
て
た
抹
茶

を
振
舞
う
と
、
子
ど
も
た
ち
は
お
茶
の
準
備
を
し
て

い
る
最
中
に
小
坂
代
表
か
ら
飲
み
方
の
指
導
を
し
て

頂
い
た
と
お
り
の
作
法
で
、
大
き
な
茶
碗
を
小
さ
な

手
に
持
ち
、
抹
茶
の
微
妙
な
味
に
少
し
と
ま
ど
い
な

が
ら
も
お
茶
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

お茶とお菓子で楽しんだ「ひな祭りお茶会」 

　
台
湾
と
韓
国
の
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
２
月
20
日

と
28
日
に
、
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
を
訪
れ
、
自
然

が
造
る
神
秘
の
樹
氷
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

 

冬
の
秋
田
の
魅
力
を
体
験
し
、
台
湾
、
韓
国
か
ら

の
観
光
客
誘
致
を
推
進
す
る
た
め
、
県
と
県
観
光
連

盟
が
主
催
し
た
も
の
で
、
台
湾
か
ら
８
名
、
韓
国
か

ら
６
名
の
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
う
ち
、
台
湾
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
一
行
は
、
仙
台

か
ら
花
巻
、
十
和
田
、
仙
北
市
な
ど
を
視
察
し
た
あ

と
阿
仁
ス
キ
ー
場
入
り
。
ゴ
ン
ド
ラ
乗
車
後
20
分
で

「
神
秘
の
世
界
」
へ
到
着
す
る
と
、
壮
大
な
樹
氷
群

の
美
し
さ
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
、
宿
泊
を
組
込

ん
だ
旅
行
商
品
と
し
て
企
画
で
き
る
と
好
評
を
得
て

い
ま
し
た
。 

〜
台
湾
・
韓
国
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
招
請
事
業 樹氷の美しさを満喫する台湾旅行エージェントの一行 

　
第
28
回
県
民
歩
く
ス
キ
ー
の
つ
ど
い
が
２
月
24
日
、

県
立
北
欧
の
杜
公
園
で
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ

た
幼
児
か
ら
70
代
ま
で
約
３
０
０
人
の
参
加
者
が
歩

く
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。  

　
大
会
は
、
市
及
び
市
教
育
委
員
会
の
主
催
。
北
欧

の
杜
で
行
な
わ
れ
る
歩
く
ス
キ
ー
は
、
自
然
と
の
触

れ
合
い
を
通
じ
た
親
と
子
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
、

広
大
な
雪
原
を
楽
し
め
る
の
が
魅
力
で
す
。  

　
参
加
者
は
自
分
の
体
力
に
あ
っ
た
距
離
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
く
滑
り
、
ゴ
ー
ル
後
は
、
地

元
桃
栄
集
落
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
豚
汁
が
参
加
者
全

員
に
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
合
川
特
産
の
比
内
地
鶏

キ
リ
タ
ン
ポ
セ
ッ
ト
や
地
酒
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会

が
開
か
れ
、
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

第
28
回
県
民
歩
く
ス
キ
ー
の
つ
ど
い 北欧の杜公園内のコースで、歩くスキーを楽しむ参加者 

〜
第
59
回
全
国
植
樹
祭
　
６
月
15
日
開
催 

 
全
国
植
樹
祭
の
開
催
に
伴
い
、
建
築
さ
れ
る
お
野

立
所
な
ど
の
式
典
会
場
の
模
型
が
３
月
３
日
、
北
秋

田
地
域
振
興
局
の
入
口
ロ
ビ
ー
で
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
開
さ
れ
た
式
典
会
場
の
模
型
は
、
表
参
道
ヒ
ル

ズ
（
東
京
）
の
設
計
な
ど
で
知
ら
れ
る
建
築
家
・
安

藤
忠
雄
氏
（
東
大
特
別
栄
誉
教
授
）
が
代
表
を
務
め

る
安
藤
忠
雄
建
築
研
究
所
（
大
阪
市
）
の
設
計
を
も

と
に
制
作
。
秋
田
の
民
家
の
伝
統
的
様
式
「
中
門
づ

く
り
」
の
お
野
立
所
が
中
央
に
配
置
、
そ
の
両
翼
に

「
秋
田
杉
の
回
廊
」
が
設
け
ら
れ
秋
田
ら
し
さ
を
表

現
し
て
い
ま
す
。 

　
当
日
は
、
お
野
立
所
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
ご
臨

席
に
な
り
、
所
前
で
ブ
ナ
、
ト
チ
ノ
キ
、
秋
田
ス
ギ

な
ど
を
お
手
植
え
、
お
手
播
き
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

〜
ふ
る
さ
と
☆
食
の
つ
ど
い
阿
仁
地
区
と
森
吉
地
区 

上
　
た
く
さ
ん
の
伝
統
料
理
や
ア
イ
デ
ア
料
理
を
試
食
す
る
阿
仁
中
生 

下
　
金
チ
ヨ
さ
ん
に
よ
る
野
蒜
を
使
っ
た
実
演
料
理 

精巧に作られた式典会場の模型 

の

び

る

 

　
「
食
・
文
化
・
人
」
に
つ
い
て
語
り
合
う
「
ふ
る
さ

と
☆
食
の
つ
ど
い
阿
仁
地
区
」
が
２
月
22
日
、
ふ
る
さ

と
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
同
森
吉
地
区
が
３
月
６
日
、
森

吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
地
域
の
伝
統

料
理
、
家
庭
料
理
、
ア
イ
デ
ア
料
理
な
ど
を
持
ち
込
み
、

地
域
の
『
食
』
を
通
し
て
交
流
を
図
り
ま
し
た
。 

　
阿
仁
地
区
で
は
、
成
田
和
雄
さ
ん
（
料
理
店
店
主
）

と
佐
藤
重
任
さ
ん
（
北
秋
田
地
域
振
興
局
）
が
阿
仁
の

「
ミ
ズ
玉
、
フ
キ
、
サ
ク
」
を
使
っ
た
山
菜
料
理
の
実

演
を
行
い
、
「
宝
の
山
・
阿
仁
の
山
菜
」
の
活
か
し
方

を
ア
ド
バ
イ
ス
。
森
吉
地
区
で
は
金
チ
ヨ
さ
ん
（
森
吉

婦
人
会
）
が
野
蒜
【
※
こ
の
地
域
で
は
『
た
ま
び
ろ
』

と
い
う
】
を
使
っ
た
料
理
３
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
阿
仁
地
区
で
は
「
食
文
化
あ
き
た
考
」
と
題

し
た
安
部
甲
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
ら
は

阿
部
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
真
剣

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
森
吉
地
区
で
も
元
秋
田
県

農
業
改
良
普
及
員
の
福
岡
雅
子
氏
に
よ
る
講
演
が
行
な

わ
れ
、
福
岡
氏
は
「
食
文
化
は
、
時
代
や
そ
の
地
域
の

生
活
、
気
候
に
強
く
関
係
し
て
い
る
。
家
庭
料
理
は
そ

の
家
の
知
恵
や
技
術
が
凝
縮
さ
れ
た
財
産
で
あ
り
、
日

常
生
活
の
中
で
意
識
し
て
次
の
世
代
に
伝
え
て
残
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
。
ま
た
、
自
分
の
年
代
の
料
理
に
こ

だ
わ
ら
ず
若
い
世
代
の
味
に
も
理
解
を
示
し
て
、
家
庭

料
理
を
伝
え
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど

と
地
域
の
食
文
化
に
つ
い
て
持
論
を
展
開
し
ま
し
た
。 

つ
ど
い
で
は
、
試
食
を
兼
ね
た

食
和
会
で
、
料
理
の
味
比
べ
を

し
た
り
レ
シ
ピ
を
メ
モ
す
る
な

ど
「
食
」
の
話
に
花
を
咲
か
せ
、

地
域
の
食
文
化
の
素
晴
ら
し
さ

を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。 

 

阿
仁
地
区
の
つ
ど
い
に
参
加

し
た
阿
仁
中
学
校
の
生
徒
は
、

阿
仁
に
は
た
く
さ
ん
の
伝
統
料

理
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
「
こ

の
食
文
化
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。  

 



北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 
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　もりよし文化

交流会が２月

10日（日）、森

吉コミュニティ

センターで開催さ

れました。 

　ゲストの火まつり太

鼓を皮切りに、子どもたちに

よる日舞・お琴の演奏・着物の着付け（帯結び）・レ

クダンス・詩吟・民謡・合唱・ダンス（こども・大人）

と続き、最後はゲストのストーンレークスによる演奏

が行われ、満席の会場から大きな拍手が送られました。 

　また、ホール前にはビーズ愛好会・こぎんの会・も

りよし写真クラブ・金作之助舎友会・文集『母のひと

み』の作品が展示され、来場者は独創性あふれる作品

の数々にじっくりと見入っていました。 

多彩な活動成果発表で交流 

阿仁根子の民俗文化を学ぶ 

森吉公民館「もりよし文化交流会」 

おいし～いさくらもちの出来上がり！ 

 阿仁公民館「チビッコさくらもちづくり」 

 合川公民館「ろばた講座」 

　「合川ろばた講座」が２月21日、合川農村環境改善

センターで開催され、60名が聴講しました。 

　この講座は、「明日に向けた社会学」をテーマにした

市民講座で、今年30年目を迎えました。 

　本年度第２回目は、合川地方史研究会、合川文化財

保護協会との共催で、阿仁の森ぶなホテル経営の山田

博康さんを講師に、「阿仁の風土に生きる」と題して、

伝統ある阿仁根子地区のマタギや番楽などについて学

習しました。山田さんは、「子どもの頃のにぎやかな根

子であってほしい。地域を何とかしなければ」などと、

過疎、高齢化など地域が抱える問題への取り組み、今

後の地域のあり方などについて思いを述べていました。 

　児童を対象とした阿仁公民館主催のさくらもちづく

りが２月23日に開催されました。かわいいエプロン姿

の子どもたちは、始めに餅の皮作りに挑戦。白とピン

クの生地をホットプレートで伸ばして焼き、見事まん

丸に焼き上がりました。 

　講師の先生に「お店で売ってもいいくらい！」と誉

められた女の子や、生地を伸ばしすぎてビックさくら

もちになった男の子もいたり、皆楽しそうに作業をし

ていました。最後にあんこを包み桜の葉を巻いて出来

上がり！自分達で作ったさくらもちは、どれも個性豊

かでおいしそうに仕上がり、味の方も格別のようでした。 

▼ 

　
阿
仁
根
子
の
マ
タ
ギ
や
番
楽
に

つ
い
て
学
ん
だ
「
ろ
ば
た
講
座
」 

▼ 

　
火
ま
つ
り
太
鼓
も
出
演
し
、交
流
会

の
盛
り
上
げ
に
一
役
買
い
ま
し
た 

▼ 

　
上
手
に
焼
け
た
か
な
？
チ
ビ
ッ
コ
が

さ
く
ら
も
ち
づ
く
り
に
挑
戦
！ 

　
市
伝
統
文
化
こ
ど
も
塾
「
将
棋
教
室
」

が
、
２
月
ま
で
11
回
に
わ
た
り
、
各
地
の

児
童
館
や
公
民
館
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
が
日
本
の
伝
統

文
化
を
体
験
し
、
次
世
代
へ
継
承
す
る
こ

と
な
ど
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
昨
年
に
続
き
今
年
で
２
回
目
。 

　
日
本
将
棋
連
盟
の
会
員
の
み
な
さ
ん
の

わ
か
り
や
す
い
指
導
で
要
領
を
覚
え
る
と
、

対
戦
で
は
、
数
手
先
を
読
み
な
が
ら
駒
を

ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
子
、
四
方
を
ふ
さ
が
れ

頭
を
抱
え
こ
む
子
な
ど
、
み
ん
な
真
剣
に

将
棋
版
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

　
前
田
小
学
校
相
撲
部
親
の
会
に
よ
る
「
ち

ゃ
ん
こ
鍋
講
習
会
」
が
３
月
２
日
、
前
田

公
民
館
で
開
か
れ
、
親
子
で
作
っ
た
ち
ゃ

ん
こ
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
の
は
、
相
撲
部
員
や
親
の
会

の
メ
ン
バ
ー
約
50
人
。
ち
ゃ
ん
こ
鍋
作
り

を
通
し
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る

と
と
も
に
、
調
理
法
や
食
事
の
作
法
を
学

ぶ
こ
と
で
相
撲
競
技
の
礼
儀
・
作
法
に
生

か
そ
う
と
、
本
年
度
の
家
庭
教
育
支
援
事

業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
講
師
は
、
湯
沢
市
で
ち
ゃ
ん
こ
専
門
店

「
浦
風
」
を
営
む
元
力
士
の
長
澤
幸
一
さ

ん
。
「
鶏
つ
く
ね
ち
ゃ
ん
こ
鍋
」
の
作
り

方
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
親
子
で
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
鍋
が
出

来
上
が
る
と
早
速
、
大
き
な
茶
碗
に
盛
ら

れ
た
ち
ゃ
ん
こ
を
食
べ
、
元
力
士
が
作
る

「
本
物
の
味
」
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

   

　
「
第
９
回
子
ど
も
た
ち
の
伝
承
芸
能
合

同
発
表
会
」
が
３
月
８
日
、
市
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域

に
伝
わ
る
伝
承
芸
能
を
熱
演
し
ま
し
た
。 

　
主
催
は
青
少
年
育
成
北
秋
田
市
民
会
議

鷹
巣
支
部
。
伝
承
芸
能
の
紹
介
や
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
継
承
活
動
へ
の
取
り
組
み
に

対
す
る
激
励
な
ど
を
目
的
と
し
て
平
成
11

年
度
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
、
招
待
さ
れ
た
市
内
の
福
祉

施
設
を
利
用
す
る
お
年
よ
り
な
ど
約
１
５

０
人
が
発
表
を
見
守
り
ま
し
た
。 

　
出
演
し
た
の
は
、
鷹
巣
西
小
学
校
鷹
巣

祇
園
太
鼓
チ
ー
ム
、
竜
森
小
学
校
（
上
舟

木
駒
踊
り
）
、
鷹
巣
南
小
学
校
（
七
日
市

奴
踊
り
）
、
綴
子
下
町
子
ど
も
会
（
獅
子

踊
り
）
の
４
団
体
。 

　
来
場
者
は
、
子
ど
も
た
ち
が
披
露
す
る

太
鼓
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
バ
チ
さ
ば
き
や
、

動
き
の
そ
ろ
っ
た
伝
統
の
舞
に
大
き
な
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

▲日本将棋連盟会員の皆さんのわかりやすい指

導で、すぐに駒の動かし方を覚えました（写真は

米内沢小児童クラブ） 

▲相撲の礼儀作法にも生かそうとちゃんこ料理

づくりに取り組んだ前田小相撲部の児童たち 

伝
統
文
化
こ
ど
も
塾「
将
棋
教
室
」 

前
田
小
学
校
相
撲
部
の
親
子
が
講
習
会 

子
ど
も
た
ち
の
伝
承
芸
能
発
表
会 

　鷹巣南小学校は伝統の 

七日市奴踊りを発表 

勇壮な駒踊りを披露する 

竜森小学校の男女児童６人 

▲
 

▲
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MANABI NO HIROBA
INFORMATION お知らせ INFORMATION お知らせ 

Ｑ１．花粉症の正体って一体なんですか。 

花粉症の正体は、花粉に対して人間の体

が起こす異物反応です。体の免疫反応が、

花粉に過剰に反応して花粉症の症状がで

るのです。  

Ｑ２．花粉飛散量は年々増えているので

すか。スギ花粉の飛散量は年によって大

きく変動しますが、近年、戦後に植えら

れたスギの木が大きく成長し、潜在的な

花粉生産能力が高い状態になっています。

Ｑ３．今は花粉症ではないのですが、今後

花粉症にならないためにはどうすればよ

いのですか。大量の花粉に出会うと、体

　　　　　　が花粉に対する抗体を産生

　　　　　　する可能性が高くなります。

　　　　　　スギに対する抗体をたくさ

　　　　　　ん産生すると、何らかのき

　　　　　　っかけでスギ花粉症を発症

しやすくなります。花粉になるべく接し

ないことは重要なことです。 

Ｑ４．花粉症がひどくならないためには、

普段の生活の中で何に注意すればいいで

すか。一般的な注意事項として、睡眠を

良くとること、生活習慣を保つことは、

正常な免疫機能を保つために重要です。

風邪をひかないこと、お酒の飲みすぎに

気をつけること、タバコを控えることも

鼻の粘膜を正常に保つために重要です。 

Ｑ５．花粉症にはどんな治療法がありま

すか。花粉症の治療には、医療機関で行

う薬物療法、手術治療、減感作療法があり

ます。しかし、治療を行うことと平行して、

自らが花粉の暴露から身を守ることが前提

となることはいうまでもありません。 

問合せ　市保健センター �６２－６６６６ 

お
知
ら
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０
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状
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農
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災
害
復
旧
事
業（
鷹
巣
地
区
）北
農
災

第
１
工
区
▽
９
１
３
万
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５
０
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▽
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２
工
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０
０
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０
０
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０
０
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／
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０
０
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▽
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４
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平成８年１２月以前に 

旧姓 で年金に加入していた方はご注意ください 
※旧姓の頃の記録が統合されていないことがあります 

記録をご確認いただき、お申出をいただくことにより 

記録を速やかに結びつけることができます 

◆いわゆる「５０００万件」の不明記録のうち、旧姓による記録が  

　５００万件を超えることが見込まれています。 

◆これらの年金記録は国民の皆様お一人お一人に旧姓の申出をい

　ただくことにより、皆様の記録に速やかに結びつけることがで

　きます。ご協力を何卒よろしくお願いいたします。 

まずは以下の方法で記録をご確認ください 

①鷹巣社会保険事務所で　�０１８６－６２－１３０８ 

　【受付時間】　月～金曜日：８：３０～１７：１５ 

　※３月は１９：００まで受付時間を延長。 

　　３月８日（土）、９日（日）：９：３０～１６：００ 

②「ねんきん特別便専用ダイヤル」�０５７０－０５８－５５５ 

　【受付時間】　月～金曜日：９：００～２０：００ 

　・第２土曜日及び３月９日（日）：９：００～１７：００ 

　※原則として皆様の基礎年金番号や生年月日をお尋ねし、後日

　　回答票を郵送させていただきます。 

③インターネットで（ユーザＩＤ・パスワード） 

　現役加入者の方は、社会保険庁ホームページから、ユーザＩＤ・

　パスワードをお取りいただければ、同ホームページでいつでも

　ご自身の年金加入記録をご覧いただけます。 

　社会保険庁ホームページ　http://www.sia.go.jp/ 

　記録がもれている場合は社会保険事務所へお申出ください。 

　記録の調査・統合の上、皆様に結果をお知らせいたします。 

市民プール４月の教室
◎問合せ　�６２－５００１ 

初級水泳教室 

スキンダイビング教室 

内　　容 
マスク・フィン・シュノーケルを使ってスキン

ダイビングを体験します（ボンベは使いません） 
泳げない方から、もっと上手に泳ぎたいと思っている方

まで、親切丁寧に指導します 

一緒に練習して大

会出場を目指しま

し ょ う 。 細 か い

フォームも指導し

ます 

水中で気持ちよく全

身を動かし軽い体操

や水中で歩行等をし

ます。アクアビクス

もやります 

成人水泳教室 

８・15・22・29 期　　日 

時　　間 

３・10・17・24 

14：00～15：00 16：00～17：00

中級水泳教室 

３・10・17・24 

講 習 料  各教室　月４回　３，０００円 

上級水泳教室 

内　　容 

４・８・11・15 
18・22・25・29期　　日 

時　　間 18：00～19：30

健康教室 

14：00～15：00

講 習 料  

ストレッチング教室 

10：45～12：00

備　　考 
プール受付で申込みのうえ、講習料を支払いください※印鑑必要／講習料の他に毎回入館料が必要
です（年間券・回数券等も使えます）※一人各教室１回の無料体験ができます 

身体の筋肉をバランス良く伸し、筋

肉の緊張をほぐして血液の循環を良

くし、肩こり、腰痛の改善・予防を

します 

９・16・23・30 

14：00～15：00

４・８・11・15 
18・22・25・29

９・16・23・30

各教室　月４回　３，０００円　／　月８回　５，０００円 

営業時間 10:00～21:00

平成２０年北秋田市標準小作料 
　北秋田市農業委員会では、平成２０年の小作料の標準額を昨年と

同額に定めました。 

　１０アール当たりの小作料は次のとおりとなります。 

【標準小作料】 

　Ａ地区田　１９，０００円（基準収量５７０㎏） 

　Ｂ地区田　１５，０００円（基準収量５４０㎏） 

　Ｃ地区田　　９，０００円（基準収量５１０㎏） 

　Ｄ地区田　　７，０００円（基準収量４８０㎏） 

　Ｅ地区田　　５，０００円（基準収量４２０㎏） 

※また、農作業標準賃金表は、後日、各農家の方々に配布いたします。 

◎問合せ　市農業委員会　�６２－６６０９ 

花粉症Ｑ＆Ａ 

　現在、日本人の約２０％

が花粉症だといわれてい

ます。では、花粉症とは

いったいどんな病気なの

でしょうか。 

定休日 月曜日 

13：45～15：00

３・10・17・24

14：00～15：00

９・16・23・30

ADLとは、日常生活動作能力

の事で、歩く、立つ、座る動

作の維持と向上、回復を目的

とし、イスを使って安全に楽

しく・簡単に出来る運動です。 

高齢者健康体操（ADL） 

月４回３，０００円 

14：00～15：00 19：00～20：00
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■公民館
中央公民館　　      �６２－１１３０ 

【ロビー展】　七宝焼き講座 

３・21（金）～23（日） 

第３回北秋田市美術展覧会 

　　　＝9:00～17:00（23日は16:00まで） 

合川公民館　　      �７８－２１１４ 

【ロビー展】　冥心書道塾（17日～） 

27（木）梅の木のつどい＝10:00～16:00 

森吉公民館　　      �７２－３２５９ 

【サロン展】　 

木彫り教室くるみ会（～31日） 

29（土）平成20年度森吉婦人会通常総

会＝10:00～12:00／森吉地区交通安全

母の会総会＝13:00～15:00／浜辺の歌

音楽館「少年少女合唱団スプリングコ

ンサート」＝13:00～14:00 

阿仁公民館　　      �８２－２２２０ 

【ロビー展】　作山礼造氏スケッチ展 

24（月）布スリッパづくり講座 

　　　　　　　　　　＝9:30～15:00 

25（火）～27（木） 

ちびっこ将棋教室＝13:00～15:00 

■文化会館
▼３・28（土）倉本裕基ピアノコンサー

ト２００８＝18:30～＝料一般3500円学

生1500円（前売券一般3000円学生

1000円） 

■みちのく子供風土記館 
▼４・４（金）～６（日）金森喜美子押絵

遺作展＝10 :00～17 :00（最終日は

16:00まで）＝入場無料 

■スポーツ
▼３・17（月）・24（月）・31（月） 

テニス（硬式）教室＝19:00～21:00＝参

加料一人1000円 

▼20（木）小林大二郎旗杯小中学校剣道

大会＝合川体育館 

むし歯のない子（３歳児健診） 

櫻 田 さ ら  

松 橋 り ん  

吉 田 ゆ う ま  

櫻 井 み う  

工 藤 り く  

佐 藤 ひ か る 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

木 戸 石  

三 里  

上 杉  

鎌 沢  

林 岱  

中 村  

森吉会場 

―　健康づくり標語　― 

「いつまでも持ち続けよう

笑顔！　元気！」

北秋田地域振興局 

鷹巣社会保険事務所 

北 秋 中 央 病 院  

３月24日（月） 全血 

10：00～12：00 

13：00～14：50 

15：00～16：00

中央公民館定期講座 受講生募集 
　中央公民館では、市民の皆さんが望んでいる学習や趣味を深

めるお手伝いとして、平成２０年度に多くの講座を開設しますが、

４月から１年間実施する２つの講座の受講生を募集します。 

母と子のわくわく広場 

トライあんぐる（土曜日が楽しい） 

　入園前（満１歳以上）の子どもと保護者を対象に、集団での遊

び等を通じて親子のふれあいを大切にしています。また、子育て

中の母親（保護者）の交流・情報交換の場にもなっています。（親

子で体操・季節に合わせた作品作りなど） 

　◆開催日　４月～翌年３月　月１回　第２月曜日 

　　　　　　１０：００～１１：３０　定員３０組 

　◆講　師　石郷岡順子さん、村上美保子さん 

　◆対　象　入園前（満１歳以上）の子どもと保護者 

　子どもたちが集団での遊びや、季節に合わせた作品作り等を体

験します。また、自然体験等もあり、人と自然とのふれあいを大

切にした楽しい集いです。 

　◆開催日　４月～翌年３月　月１回　第２土曜日 

　　　　　　９：００～１２：００ 

　◆講　師　ボランティアグループ　トライあんぐるの皆さん 

　◆対　象　市内の小学生 

　※両講座とも参加費用は無料です 

　申込み・問合せ　北秋田市中央公民館　�６２－１１３０ 

　教育委員会では、奨学資金の貸

付制度を設け、高校生・短期大学

生・大学生を対象に資金の貸付を

行っております。 

　この制度は、学業が優秀であり、

経済的理由により就学困難な学生

に対し、貸付審査会での審査を経

て学資を貸与するものです。 

　貸付を希望する方は４月２７日

（月）までに下記までお申込みくだ

さい。申込み用紙は教育委員会総

務課又は各支所にあります。 

◎申込み・問合せ 

　市教育委員会総務課 

　　　　　�６２－６６１６ 

北秋田市奨学生募集 

燃やせないごみ（金属類・危険なもの） 

〜自分たちの街は、自分たちで守る

北秋田市在住の１８歳以上の皆さん、北秋田市消防団に入りませんか？ 

◆消防団とは、消防組織法に基づき市町村に設置 

　されている消防機関です 

◆消防団員とは、消防本部の職員と同じく、権限 

　と責任を有する非常勤の地方公務員です 

◆消防団員には、年額報酬や退職報償金（５年以 

　上勤務）、出動手当てが支給され、活動中であれ 

　ば公務災害補償等が受けられます 

◆活動内容は、消火活動はもちろん、地震や風水害など大規模災害

時の救助・救出、警戒巡視、避難誘導、災害防御に当たるとともに、

平常時には、訓練や住民への広報活動等の役割を果たします 

◆消防団班長以上の経験が３年以上あると、申請するだけで甲種

防火管理者の資格を得ることができます 

◎問合せ　北秋田市消防本部　�６２－１１１９ 

消防団員募集

　春が近づき冬物の整理や引っ越しに伴いごみの量も増えてきます。 

今回は問合せの多いケースを紹介しながら「ごみの出し方」を説明しま

す。 

 

 

①ガラス 

　【鷹巣・阿仁地区】 

　◆割れたガラス等はそのまま「コンテ 

　　ナ」へ入れてください。（新聞紙等で 

　　包まなくてもよいです。） 

　【合川・森吉地区】 

　◆名前を書いた市指定の「燃やせない 

　　袋」等に入れて出して下さい。 

　◆どの地区も「燃やせない袋」等は収集の際、集積所に置いていきま 

　　すので、後で取りに行ってください。 

②ストーブ 

　一番長いところが「１ｍ未満」のストーブは集積所に出せます。 

◆灯油タンクを入れる底の部分に灯油

が残っていますので、布等で吸い取

るかストーブを逆さまにして灯油を

カラッポにして下さい。 

◆灯油タンク内もカラッポにして下さい。 

◆名前を書いた紙を貼り付けて下さい。 

 

③スプレー缶 

　収集の作業員がわかりやすいように 

　「大きな穴」を開けて下さい。 

　（できれば表と裏の両方に） 

※②のストーブ、③のスプレー缶は出 

　し方が守られず「パッカー車の火災」 

　がたびたび起きておりますので、厳 

　守願います。 

※ごみは朝７時３０分までに出してください。 

ごみの出し方について 

◎問合せ　市生活環境課　　　　�６２－１１１０ 

　　　　　合川支所市民福祉課　�７８－２１１３ 

　　　　　森吉支所市民福祉課　�７２－３１１５ 

　　　　　阿仁支所市民福祉課　�８２－２１１３ 

氏
名 
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INFORMATION お知らせ INFORMATION お知らせ 

（診療時間 午後６：３０～９：００） 

■次の事項をご確認ください 
▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医に電話等でご相談ください。 

夜間当番医（　）日程表夜間
診療
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電話番号 

62－2882 

63－0105 

62－1101 

78－3338 

72－4501 

62－1455 

62－1155 

62－2261 

69－7311 

63－0515 

62－1400 

78－3161 

62－1146 

63－2700 

60－1055 

62－2882

医 療 機 関 名  

藤 原 医 院  

佐々木産婦人科医院  

盛 岡 外 科 医 院  

疋 田 外 科 内 科 医 院  

公立米内沢総合病院  

北 秋 中 央 病 院  

近 藤 医 院  

津 谷 内 科  

児玉内科クリニック  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

石川耳鼻咽喉科医院  

国民健康保険合川診療所 

奈 良 医 院  

たむら内科クリニック 

う え だ ク リ ニ ッ ク  

藤 原 医 院  

■
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
２
月
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弔
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円
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）
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０
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他
４
万
２
３
７

円（
２
件
）▽
合
計
13
万
７
５
３
７
円（
16
件
） 

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
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県
で
は
自
動
車
税
・
個
人
事
業
税
の
口
座

振
替
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
一
度
お
申
し

込
み
に
な
り
ま
す
と
、
毎
年
ご
指
定
の
口
座

か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
し
に
な
り
大
変
便

利
で
す
。申
し
込
み
用
紙
は
、北
秋
田
地
域
振

興
局
県
税
部
及
び
各
金
融
機
関
各
支
店
に
ご

ざ
い
ま
す
の
で
是
非
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 
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せ 

　児童扶養手当を５年以上受給している方は、20年４月か

ら届出が必要です。平成15年の法律改正により児童扶養手

当の受給から５年経過すると、その一部が停止となる規定が

ありますが、次の要件を満たしていることを届け出ることに

より、20年４月以降もこれまでどおりの手当を受給するこ

とができます。（平成15年４月１日時点で既に受給していた

方は、平成15年４月１日からの起算となります。） 

　◆仕事をしている方　　◆仕事を探している方 

　◆障害をお持ちで働くことができない方 

　◆疾病や怪我などにより働くことのできない方 

　◆子どもや親族の看護や介護が必要なため働くことのでき

　　ない方 

※対象者には５年が経過するおおむね１～２ヶ月前に「児童

扶養手当の受給に関する重要なお知らせ」を送付します。内

容をよくお読みになり必要な手続きをお願いします。 

◎問合せ 

　市福祉事務所福祉課　児童福祉担当　６２－１１１３ 

　合川支所　　　　　　市民福祉課　　７８－２１１６ 

　森吉支所　　　　　　　　〃　　　　７２－３１１６ 

　阿仁支所　　　　　　　　〃　　　　８２－２１１２ 

児童扶養手当を５年以上 

人口と世帯数

※2月29日現在住民基本台帳による 

総人口　39,089人（58人減） 

　男　　18,454人（28人減） 

　女　　20,635人（30人減） 

　出生　11人　転入　35人 

　死亡　51人　転出　55人 

世帯数  14,728世帯（15世帯減） 

前月比 

 

 

 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

（
　
歳
） 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

伊

藤
　
武  

高

橋

カ

チ

  

近
藤
健
三
郎 

石

川

兼

輝

  

吉
田
サ
ン
コ 

三
浦
兵
五
郎 

藤

島

一

男

  

日

景
　
澄 

平
川
ミ
サ
ヲ 

加
賀
谷
時
一 

鎌

沢

 

八
幡
岱 

米
内
沢
大
町 

大

杉

 
向
本
城 

浦

田

 

陣
場
岱 

阿
仁
銀
山 

阿
仁
根
子 

阿
仁
戸
鳥
内 

 

80 85 78 74 95 86 75  83 101 84
 

た
け
し
　
  

け
ん
ざ
ぶ
ろ
う
 

け

ん

き

 

 

 

 

 

 

 

ひ
ょ
う
ご
ろ
う
 

い

ち

お

 

す
み
 

  

と
き
い
ち
  

受給している方は届出が必要です 

学校生活サポート員募集 

第24回ふるさと踊りと餅っこまつり

開催日は５月２５日

　「ふるさと踊りと餅っこまつり」は例年

６月第１日曜日に開催しておりますが、同

日に全国植樹祭の総合リハーサルが開催さ

れるほか、「全県商工会おもてなしまつり」

が５月25日に鷹巣地区を会場に開かれるこ

とから開催日を早めることになりました。 

応募要件　子どもとの触れ合いが好きな方 

勤 務 先　北秋田市管内小中学校 

募集人員　若干名 

業務内容　学校生活全般にわたって児童生

　　　　　徒へ生活・学習支援を行う 

任用期間　平成20年４月１日から 

　　　　　平成21年３月31日 

報酬日額　6,200円 

勤務時間　月～金曜日　１日６時間 

　　　　　学校長の命により休日勤務有り。 

　　　　　原則、長期休業中に勤務はありま

　　　　　せん。 

応募方法　下記応募先まで、直接または郵送

　　　　　で履歴書（市販可、写真付）を提出

　　　　　してください。なお、郵送による

　　　　　場合は「履歴書在中」と付記して

　　　　　ください。 

応募締切　３月21日（金）必着 

選考方法　１次選考（書類審査） 

　　　　　２次（面接）３月下旬予定 

問合せ・応募先　市教育委員会　義務教育課 

　　　　　　　　�６２－６６１７ 

（市非常勤職員） 

毎月19日は食育の日 
　近年、国民の食生活をめぐる環境が大き

く変化し、その影響が顕在化しています。

例えば、栄養の偏り、不規則な食事、肥満

や生活習慣病の増加、食の海外への依存、

伝統的な食文化の危機、食の安全等、様々

な問題が生じています。 

　このような問題を解決するキーワードが

「食育」です。 

　食育推進運動を継続的に展開し、食育の

一層の定着を図るため、毎月19日は「食育

の日」と定められています。少なくとも週

1日は家族そろって楽しく食卓を囲むなど、

皆様も、食育の日をきっかけに自分や家族

の食生活を見直してみませんか。 

問合せ　市保健センター　�６２－６６６６ 

平成20年6月15日開催 

第59回 全 国 植 樹 祭 
テーマ

「手をつなごう�
���　森と水とわたしたち」
会場　北秋田市「北欧の杜公園」 
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っ
ち 
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祭
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　万灯火は、本市の合川南地区や上小

阿仁村など小阿仁川流域で古くから

行われている民俗行事。もともと、墓

の前でワラを燃やし祖先を供養して

いたものを、祖先の霊を迎える道しる

べとして小高い丘に集落の戸数だけ

ワラを束ねて燃やしたことが始まり

とされ、その後、墓地のほか、山の尾根

づたいや沢づたい、あるいは川原にた

いまつを灯して祖先の霊を迎える地

域ぐるみの行事になったようです

合川地区春彼岸の伝統行事

合川 万灯火 
ま と び  

木

３ ２０ 

時間：18時45分～19時30分 時間：18時45分～19時30分 

場所：小阿仁川流域 場所：小阿仁川流域 
（県道鷹巣川井堂川線） 

お問合せ：合川公民館 

�78－2114

万灯火 万灯火 
ま と び  ま と び  

※19時頃が見ごろです 

　北秋田市中心市街地活性化に向け、

商店街の賑わいづくりを目的にしたア

クションプランの一環としてポイント

カード事業が始まります。

　商店街独自の楽しみのあるお得なポ

イントカードを利用して商店街で買い

物をお勧めします。

たかのす共通ポイントカードの利用が始まります たかのす共通ポイントカードの利用が始まります たかのす共通ポイントカードの利用が始まります 

お問合せ　たかのす共通ポイントカードの会

銀座通り商店会内　�62−9205

★ 

● 

● 

● 

● 

<案内図><案内図>
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ご入会特典を用意してお待ちしています。 

■期間　3月29日（土）～31日（月） 
　　　　　　　　　10：00～17：00
■会場　鷹巣銀座通り商店街 
　　　　秋田銀行向かい特設テント 

オープニングイベント

※ポイントカードは入会金、

年会費無料です。（有効期限

は発行から３年間です。） 

200円（税別）につき１ポイン

ト付与され、300ポイントで

満点となります。満点にな

るとビンゴゲームにより、

当選金（3000円～500円）が

当たります。 

※当選金は加盟店でプリペ

イド式で利用できます。 


